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はじめに 
 

対象読者と目的 

『CLUSTERPRO® X インストール＆設定ガイド』は、CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムの導入を

行うシステムエンジニアと、クラスタシステム導入後の保守・運用を行うシステム管理者を対象読者とし、

CLUSTERPRO を使用したクラスタシステム導入から運用開始前までに必須の事項について説明します。 

実際にクラスタシステムを導入する際の順番に則して、ＣLUSTERPRO を使用したクラスタシステムの設計

方法、CLUSTERPRO のインストールと設定手順、運用開始前に必要な評価手順について説明していきま

す。 

 

本書の構成 

セクション I クラスタシステムの設計 

CLUSTERPRO のインストール前に必要な作業を行います。構築するクラスタシステムのハードウェア構成

と設定内容を決定し、CLUSTERPRO Builder で構成情報ファイルを作成します。 

第 1 章 「システム構成を決定する」：動作環境の確認や設定について説明します。 
第 2 章 「クラスタシステムを設計する」：クラスタシステムの設計方法について説明します。 
 
セクション II CLUSTERPRO Xのインストールと設定 

CLUSTERPRO のインストールを実行します。サーバマシンへ CLUSTERPRO をインストールし、セク

ション I で作成した構成情報を用いてクラスタシステムを構築します。その後、システムが正常に稼動する

かどうかの動作確認を行います。 

第 3 章 「CLUSTERPRO をインストールする」：CLUSTERPRO をインストールする手順について

説明します。 
第 4 章 「ライセンスを登録する」：ライセンスの登録方法について説明します。 
第 5 章 「第 5 章クラスタ構成情報を作成するクラスタ構成情報を作成する」：クラスタ構成情報の作

成について説明します。 
第 6 章 「クラスタシステムを確認する」：作成したクラスタシステムが正常に動作するかを確認しま

す。 
 
セクション III クラスタシステム運用開始前のクラスタシステムの評価 

CLUSTERPRO の運用を開始する前に必須の評価作業を行います。構築したシステムの動作チェックを

行った後、運用開始前に必要な事項について確認します。最後に、アンインストールおよび再インストール

の手順について説明します。 

第 7 章 「動作チェックを行う」：擬障テストや、パラメータ調整を行います。 
第 8 章 「運用開始前の準備を行う」：本番運用を開始する際に注意事項について説明します。 
第 9 章 「CLUSTERPRO をアンインストール/再インストールする」：アンインストール、再インストー

ル情報について説明します。 
 
付録 

付録 A 「トラブルシューティング」：インストールや設定関連のトラブルとその解決策について説明し

ます。 
付録 B 「用語集」：CLUSTERPRO で紹介された用語の解説をします。 
付録 C 「索引」 
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CLUSTERPRO マニュアル体系 

CLUSTERPRO のマニュアルは、以下の 4 つに分類されます。各ガイドのタイトルと役割を以下に示しま

す。 

 
『CLUSTERPRO X スタートアップガイド』 (Getting Started Guide) 

CLUSTERPRO を使用するユーザを対象読者とし、製品概要、動作環境、アップデート情報、既知の問題な

どについて記載します。 

 
『CLUSTERPRO X インストール & 設定ガイド』 (Install and Configuration Guide) 
CLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの導入を行うシステム エンジニアと、クラスタシステム導入

後の保守・運用を行うシステム管理者を対象読者とし、CLUSTERPRO を使用したクラスタ システム導入

から運用開始前までに必須の事項について説明します。実際にクラスタ システムを導入する際の順番に則

して、CLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの設計方法、CLUSTERPRO のインストールと設定手

順、設定後の確認、運用開始前の評価方法について説明します。 
 
『CLUSTERPRO X リファレンス ガイド』 (Reference Guide) 
管理者、およびCLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの導入を行うシステム エンジニアを対象とし、

CLUSTERPRO の運用手順、各モジュールの機能説明、メンテナンス関連情報およびトラブルシューティン

グ情報等を記載します。『インストール ＆ 設定ガイド』を補完する役割を持ちます。 
 
『CLUSTERPRO X 統合WebManager 管理者ガイド』  (Integrated WebManager Administrator’s 
Guide) 
CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムを CLUSTERPRO 統合WebManager で管理するシステム

管理者、および統合WebManager の導入を行うシステム エンジニアを対象読者とし、統合WebManager 
を使用したクラスタ システム導入時に必須の事項について、実際の手順に則して詳細を説明します。 
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本書の表記規則 

本書では、注意すべき事項、重要な事項および関連情報を以下のように表記します。 

注： は、重要ではあるがデータ損失やシステムおよび機器の損傷には関連しない情報を表します。 
 

重要： は、データ損失やシステムおよび機器の損傷を回避するために必要な情報を表します。 
 

関連情報： は、参照先の情報の場所を表します。 

 

また、本書では以下の表記法を使用します。 

表記 使用方法 例 

[ ] 角かっこ 
コマンド名の前後 
画面に表示される語 (ダイアログ

ボックス、メニューなど) の前後 

[スタート] をクリックします。 
[プロパティ] ダイアログ ボックス 

コマンドライ

ン 中 の  [ ] 
角かっこ 

かっこ内の値の指定が省略可能

であることを示します。 
clpstat -s[-h host_name] 

モノスペース

フ ォ ン ト
(courier) 

パス名、コマンド ライン、システム

からの出力 (メッセージ、プロンプ

トなど)、ディレクトリ、ファイル名、

関数、パラメータ 

c:¥Program files¥CLUSTERPRO 

モノスペース

フォント太字
(courier) 

ユーザが実際にコマンドプロンプト

から入力する値を示します。 
以下を入力します。 
clpcl -s -a 

モノスペース
フ ォ ン ト
(courier) 
斜体 

ユーザが有効な値に置き換えて入

力する項目 
clpstat -s [-h host_name] 
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最新情報の入手先 

最新の製品情報については、以下のWebサイトを参照してください。 
 

http://www.nec.co.jp/clusterpro/ 
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セセククシショョンン  II  ククララススタタシシスステテムムのの設設計計  
 
 
 
 
 
 
 

CLUSTERPRO をインストールする前に、クラスタシステムをどのようなハードウェア構成、運用形態で構築

するのかを十分に検討する必要があります。 

このセクションでは、CLUSTERPRO のインストール前に必要なクラスタシステムのハードウェア構成の決定

について説明します。 

 
• 第 1 章 システム構成を決定する 
• 第 2 章 クラスタシステムを設計する 
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第 1 章 システム構成を決定する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO を用いたクラスタシステムのシステム構成を決定する方法について説明します。 

本章で説明する項目は以下の通りです。 

 
• クラスタシステム設計から運用開始前テストまでの流れ ································································ 16 
• CLUSTERPRO とは?················································································································· 18 
• システム構成の検討 ···················································································································· 20 
• CLUSTERPRO モジュール別の動作環境を確認する·································································· 29 
• ハードウェア構成の決定 ·············································································································· 29 
• ハードウェア構成後の設定··········································································································· 29 
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クラスタシステム設計から運用開始前テストまでの流

れ 
CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムを構築する前に、必要なハードウェア環境、使用

するソフトウェア、運用形態などを十分に考慮してシステムを設計する必要があります。 

また、クラスタ構築後、運用を開始する前に、適切にクラスタシステムが構築されているかどう

かをテストする必要があります。 

本書は、この一連の流れに則して説明します。実際にクラスタシステムを導入する手順を実行

しながら、読み進めてください。以下に CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムの設計か

ら運用開始前までの流れを記載します。 

関連情報： 本書流れに従って操作を行うためには、本ガイドの手順に従いながら、随時

『CLUSTERPRO X リファレンスガイド』を参照する必要があります。また、動作環境やリリー

ス情報などの最新情報は、『CLUSTERPRO X スタートアップガイド』を確認してください。 

 

手順は下記のセクションと章に対応します。 

 

(セクション I クラスタシステムの設計) 

CLUSTERPRO を実際にインストールする前に、ハードウェア構成、クラスタシステム設計、

およびクラスタ構成情報の作成を行います。 

 

手順 1 システム構成を決定する (第 1 章) 

CLUSTERPRO の概要を理解し、構成するクラスタシステムのハードウェア構成、ネットワー

ク構成、およびソフトウェア構成を決定します。 

 

手順 2 クラスタシステムを設計する (第 2 章) 

フェイルオーバの単位となるフェイルオーバグループの設計を行い、インストール時に必要な

情報を決定します。 
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(セクション II CLUSTERPRO X のインストールと設定) 

CLUSTERPRO をインストールし、ライセンス登録およびクラスタ構成情報の適用を行いま

す。 

手順 3 インストールを実行する (第 3 章) 

クラスタを構成するサーバに CLUSTERPRO をインストールします。 

 

手順 4 ライセンスを登録する (第 4 章) 

CLUSTERPRO を動作させるために必要な、ライセンス登録を行います。 

 

手順 5 クラスタを構築する (第 5 章) 

手順 2 で決定したフェイルオーバグループ情報に基づき、Builder を使用してクラスタ構成情

報を作成し、クラスタを構築します。 

 

手順 6 インストールを確認する (第 6 章) 

クラスタシステムが正常に作成されたかどうかを確認します。 

 

(セクション III 運用開始前のクラスタシステムの評価) 

クラスタシステムを実際に運用開始する前に必要な偽障テスト、パラメータ調整、業務シミュ

レーションを行います。また、アンインストールおよび再インストール手順についても説明しま

す。 

 

手順 7 異常時の動作チェックを行う (第 7 章) 

擬似障害による動作確認、パラメータ調整を行います。 

 

手順 8 運用開始前の準備を行う (第 8 章) 

運用開始前に必要な業務シミュレーション、バックアップ / リストア、障害発生時の対応手順

などについて確認します。 

 

手順 9 CLUSTERPRO をアンインストール/再インストール/アップデート

する(第 9 章) 

CLUSTERPRO のアンインストール方法、再インストール方法、アップデート方法について説

明します。 
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CLUSTERPRO とは?  
CLUSTERPRO とは、冗長化 (クラスタ化) したシステム構成により、現用系のサーバでの障

害が発生した場合に、自動的に待機系のサーバで業務を引き継がせることで、飛躍的にシス

テムの可用性と拡張性を高めることを可能にするソフトウェアです。 

 

 

CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムの導入により、次の効果を得られます。 

 高可用性 

クラスタを構成するサーバのうち一台が障害などにより停止しても、そのサーバが処理し

ていた業務を他の健全なサーバへ自動的に引き継ぐことにより、障害時の業務停止時間

を最小限に抑えます。 

 高拡張性 

最大 Windows 版、Linux 版ともに 32 台までの大規模クラスタ構成をサポートしています。 

 

関連情報： CLUSTERPRO の詳細については、『スタートアップガイド』のセクション I 「第 2
章 CLUSTERPRO について」を参照してください。 

現用系 待機系 

業務 

現用系 待機系 

業務

  

障障害害発発生生!!  

フフェェイイルルオオーーババ
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CLUSTERPRO のソフトウェア構成 

CLUSTERPRO X は、以下の 3 つのソフトウェアで構成されています。 

 CLUSTERPRO 本体 

CLUSTERPRO のメインモジュールです。クラスタを構成する各サーバにインストールし

ます。 

 WebManager 

CLUSTERPRO の運用管理を行うための管理ツールです。 
ユーザインターフェースとして Web ブラウザを利用します。実体は CLUSTERPRO 本体

に 組 み 込 ま れ て い ま す が 、 操 作 は 管 理 端 末 上 の Web ブ ラ ウ ザ で 行 う た め 、

CLUSTERPRO 本体とは区別されています。 

 Builder  

CLUSTERPRO の構成情報を作成するためのツールです。 
WebManager と同じく、ユーザインターフェースとして Web ブラウザを利用します。 

 

 

Builder と WebManager は JAVA VM 上で動作する JAVA アプレットです。JRE がイン

ストールされている Windows 上で動作させることが可能です。 
よって、JRE がインストールされていればクラスタを構成するサーバ上でも Builder および 
WebManager を使用することができます。 

 

Windowsサーバ 

CLUSTERPRO (本体)

WebManager 
(サーバ) 

JRE 

WebManager 
(ブラウザ) 

Builder 

Windowsサーバ 

CLUSTERPRO (本体)

WebManager
(サーバ) 

JRE 

WebManager
(ブラウザ) 

Builder 

サーバ1 サーバ2 管理端末 

Windowsクライアント 

JRE 

WebManager 
(ブラウザ) 

Builder 
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システム構成の検討 
構築するクラスタの用途や運用形態を良く確認してから、ハードウェア構成を決定します。以下

に CLUSTERPRO の構成例を記載します。 

関連情報： 動作環境やリリース情報などの最新情報は 『スタートアップガイド』の「第 3 章 
CLUSTERPRO の動作環境」、および「第 4 章 最新バージョン情報」で確認してください。 

 

共有ディスク方式とミラーディスク方式 

システム構成は、共有ディスク方式とミラーディスク方式の 2 つに分類できます。さらにこれら

の方式を融合させたハイブリッド方式があります。 

 共有ディスク方式 

共有ディスク方式は、双方のサーバから、物理的に接続された共有ディスクにデータを格

納することで、フェイルオーバ後も同一データにアクセスできるようにする方式です。 

一方のサーバが共有ディスクの特定領域を利用している場合、もう一方からはアクセスで

きないようなガードを設けることが一般的です。 

データ書き込みにおける性能劣化が無いため、データベースサーバ等、データ書き込み

量が多いシステムで利用されています。 

 ミラーディスク方式 

ミラーディスク方式は、業務データを 2 台のサーバのディスク間でミラーリングすることで、

フェイルオーバ後も同一データにアクセスできるようにする方式です。 

現用系がデータの書き込みを行った場合、そのデータを待機系にも書き込む必要がある

ため、書き込み性能が低下します。 
 
ただし、共有ディスクのような特別な外部ディスクが必要なく、サーバ内蔵のディスクだけ

でクラスタが構築できるため、システムの価格は安く抑えることが可能です。 

また、災害対策として待機系を遠隔地に配置して遠隔クラスタを構成する場合、共有ディ

スクは使用できませんので、ミラーディスク方式が用いられます。 

 ハイブリッド方式 

ハイブリッド方式は、共有ディスク方式とミラーディスク方式を融合させた方式です。共有

ディスクのデータをミラーリングすることで、共有ディスクのデータを第 3 のサーバに置き

共有ディスクが SPF (Single Point of Failure) になることを防止することができます。こ

の方式は、ミラーディスク方式の拡張構成と言えます 

データの書き込み性能、運用イメージ、運用上の注意点はミラーディスク方式に準じま

す。 

以降のページに、共有ディスク、ミラーディスク、ハイブリッド方式を用いた構成の例を示します。

これらの例を参考にしながら、システム構成を行ってください。 
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2 ノードで共有ディスクを使用する場合の構成例 

最も一般的なシステム構成です。 

 サーバは異機種でも構いませんが、すべてのサーバ上で共有ディスクが同一のドライブ

文字で見える必要があります。 

 インタコネクトをクロスケーブルで接続します (3 ノードの場合と同様に専用 HUB を設
置して接続しても構いません)。 

 COM (RS-232C) ポートをクロスケーブルで接続します。 

 
 

 

RS-232C クロスケーブルで接続 

Public 側 LAN 

Fibre Channel など 

Ethernet (系間通信に使用)

RS-232C

クロスリンクケーブルで接続 

同一 LAN 内ホスト

 

フローティング IP を使用するため

に特別な設定は必要ありません。 

リモート LAN 上のホストも フローティ

ング IP を使用してクラスタサーバとの

接続が可能です。 

クラスタサーバと同一 LAN 上のホストは 
フローティングIP を使用してクラスタサー

バとの接続が可能です。 

ルータ 

サーバ2 

サーバ1 

共有ディスク 
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2 ノードでミラーディスクを使用する場合の構成例 

 サーバは異機種でも構いませんが、すべてのサーバ上でミラーディスクが同一のドライブ

文字で見える必要があります。 

 インタコネクトをクロスケーブルで接続します。 (クロスケーブルで接続することを推奨しま

すが、HUB などを経由して接続してもかまいません。) 

 

 

クロスリンクケーブルで接続 

Public 側 LAN 

FIP を使用するために特別な設定

は必要ありません。 

リモート LAN 上のホストも FIP を使

用してクラスタサーバとの接続が可能

です。 

クラスタサーバと同一 LAN 上のホストは 
FIP を使用してクラスタサーバとの接続が

可能です。 

サーバ2 

サーバ1 

ルータ 

ミラー用ディスク OS用ディスク 

ミラー用ディスク OS 用ディスク 

 両サーバで同じドライブ文字を設

定する必要があります 

 

 異機種での構成も可能です 
(但し、ミラー用パーティションはByte単位で完全

に同じサイズである必要があります。ディスクの

ジオメトリが異なると同じサイズのパーティション

を作成できない可能性があります) 
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2 ノードでミラー用領域をOS用領域と混在させる場合の構成例 

 ミラー用のパーティションは、OS 用に使用しているディスクと同じディスク上に確保するこ

とが可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関連情報： ミラー用パーティションの設定に関しては『リファレンスガイド』の「第 6 章 グルー

プリソースの詳細」、および「ミラーディスクリソースを理解する」を参照してください。 

クロスリンクケーブルで接続 

public 側 LAN 

FIP を使用するために特別な設

定は必要ありません。 

リモート LAN 上のホストも FIP を使

用してクラスタサーバとの接続が可能

です。 

クラスタサーバと同一 LAN 上のホストは 
FIP を使用してクラスタサーバとの接続が

可能です。 

サーバ2 

サーバ1 

ルータ 

ミラー用パーティション 

OS 用パーティション 

ミラー用パーティション 

OS 用パーティション 

 両サーバで同じドライブ文字を設

定する必要があります 

 

 異機種での構成も可能です 
(但し、ミラー用パーティションはByte単位で完全

に同じサイズである必要があります。ディスクの

ジオメトリが異なると同じサイズのパーティション

を作成できない可能性があります) 



第 1 章 システム構成を決定する 
 

CLUSTERPRO X 2.1 for Windows インストール & 設定ガイド 
24 

 

2 ノードで非同期ミラーディスクによる遠隔クラスタを構成する場合の構

成例 

 災害対策として、下図のように WAN を経由して遠隔地間でクラスタ構築を行うことが可能

です。 

 サーバ間の通信経路（インタコネクト）が 1 本のため、ネットワーク障害によりネットワーク

パーティション症状が発生するリスクが高くなります。このため、Ping 方式のネットワーク

パーティション解決が必須になります。 

 非同期方式のミラーディスクを用いることにより、ネットワークの遅延によるディスク性能

低下を抑えることができますが、フェイルオーバ発生時に直前のディスク更新情報が失わ

れる可能性があります。 

 ミラーディスク上のデータ更新量に対して十分な通信帯域を確保する必要があります。帯

域が狭いと業務クライアントとの通信遅延やミラーリングの中断が発生します。 

 異なるネットワークセグメント間で IP アドレスを引き継ぐ必要があるため、フローティング

IP アドレスではなく仮想 IP アドレス(VIP)を使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

WAN
ルータ

ルータ

サーバ2 

サーバ1 

ミラー用パーティション 

OS 用パーティション 

ミラー用パーティション 

OS 用パーティション 

 両サーバで同じドライブ文字を設

定する必要があります 

 異機種での構成も可能です 
(但し、ミラー用パーティションはByte単位で完全

に同じサイズである必要があります。ディスクの

ジオメトリが異なると同じサイズのパーティション

を作成できない可能性があります) ルータ 

クライアントからはVIP を使用してクラ

スタサーバとの接続が可能です。 

VIPを使用するためには、RIPのホスト

ルートを伝達するルータを使用する必

要があります。 
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関連情報： ネットワークパーティション解決と VIP の設定に関しては 『リファレンスガイド』の

「第 6 章 グループリソースの詳細 仮想 IP リソースを理解する」、および「第 9 章 ネットワーク

パーティション解決リソースの詳細」を参照してください。 
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3 ノードで共有ディスクを使用する場合の構成例 

 2 ノードの場合と同様に共有ディスクを接続します (すべてのサーバ上で共有ディスクが

同一のドライブ文字で見える必要があります)。 

 インタコネクトを専用 HUB 経由で接続します。 

 RS-232C でサーバ間を接続する必要はありません。 

 

 
 
 

サーバ2 

Fibre Channel

Ethernet

サーバ間通信専用 
(他のサーバやクライアントは接

続しない。) この図では public-LAN を省略してあります。 

サーバ1 

サーバ3 

共有ディスク 

FC HUB

インタコネクト用

HUB 
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3 ノードでミラーディスクと共有ディスクを併用する場合の構成例 

 一つのクラスタでミラーディスクと共有ディスクを併用することも可能です。この構成例で

は、共有ディスク方式のクラスタとミラーディスク方式のクラスタ、それぞれの待機系を 1
台に集約して、3 ノード構成にしています。 

 共有ディスクを使用する業務アプリケーションが動作しないサーバには、共有ディスクを

接続する必要はありませんが、接続する全てのサーバ上で共有ディスクが同一のドライ

ブ文字で見える必要があります。  

 インタコネクトを専用 HUB 経由で接続します。 

 RS-232C でサーバ間を接続する必要はありません。 

 
 
 
 
 
 

インタコネクト 
（専用Hubで接続） 

public側LAN 

サーバ2 

サーバ1 

ミラー用パーティション 

ミラー用パーティション 

 両サーバで同じドライブ文字を設

定する必要があります 

 

 異機種での構成も可能です 
(但し、ミラー用パーティションはByte単位で完全

に同じサイズである必要があります。ディスクの

ジオメトリが異なると同じサイズのパーティション

を作成できない可能性があります) 

サーバ3 

共有ディスク 

FibreChannel等
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3 ノードでハイブリッド方式を使用する場合の構成例 

共有ディスクで接続された 2 ノード と ミラーリング対象のディスクを用意した 1 ノードで構成

される 3 ノードの構成例です。 

 サーバは異機種でも構いません。 

 インタコネクト兼ミラーディスクコネクトの LAN を専用 HUB 経由で接続します。 

 HUB はできるだけ高速なものを使用してください。 

 
 
 

 
 

 

Fibre Channel など 

Ethernet (系間通信に使用)

 

サーバ2 

サーバ1 

共有ディスク 

サーバ間通信専用 
(他のサーバやクライアントは接

続しない。) 

インタコネクト用

HUB 

OS用ディスク ミラー用ディスク1

サーバ3 

この図では public-LAN を省略してあります。 

 両サーバで同じドライブ文字を設

定する必要があります 

 異機種での構成も可能です 
(但し、ミラー用パーティションはByte単位で完全

に同じサイズである必要があります) 
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CLUSTERPRO モジュール別の動作環境を確認する 
CLUSTERPRO X の基本モジュールは、CLUSTERPRO Server (本体モジュール )、

CLUSTERPRO WebManager、CLUSTERPRO Builder の 3 つで構成されています。各モ

ジュールを使用するマシンごとに、動作環境を確認してください。動作環境については、『ス

タートアップガイド』の「第 3 章 CLUSTERPRO の動作環境」を参照してください。 

 

ハードウェア構成の決定 
ハードウェア構成の決定は、クラスタシステム上で二重化するアプリケーションとクラスタシス

テムの設計を考慮して行う必要があります。次章の「クラスタシステムを設計する」を確認した

後に行ってください。 

関連情報： 「第 2 章 クラスタシステムを設計する」を参照してください。 

 

ハードウェア構成後の設定 
ハードウェア構成を決定し、実際にハードウェアの設置を行った後に、以下を確認してくださ

い。 

 

1. 共有ディスクの設定 (共有ディスク使用時は必須) 

2. ミラー用パーティションの設定 (ミラーディスク使用時は必須) 

3.  OS 起動時間の調整 (必須) 

4. ネットワークの確認 (必須) 

5. ファイアウォールの確認 (必須) 

6. サーバの時刻同期 (推奨) 

7. パワーセービング機能をオフにする (必須) 

8.  SNMP サービスをセットアップする (ESMPRO/SM との連携機能を使用する場合は必須)  

9. BMC と ipmiutil をセットアップする (強制停止機能と筐体 ID ランプ連携を使用する場合は

必須) 

10. UNIX ベースアプリケーション用サブシステム(SUA)をセットアップする (Windows Server 
2008 でネットワーク警告灯機能を使用する場合は必須) 

 

1. 共有ディスクを設定する (共有ディスク使用時は必須) 

以下の手順で共有ディスクの設定を行います。 

重要： 共有ディスク上のデータを引き続き使用する場合 (サーバの再インストール時など) は、

パーティションの確保やファイル システムの作成は行わないでください。パーティションの確保

やファイル システムの作成を行うと共有ディスク上のデータは削除されます。 

1. ディスクハートビート用パーティションの確保 

共有ディスク上に CLUSTERPRO が独自に使用するパーティションを作成します。この

パーティションは DISK ネットワークパーティション解決リソースが使用します。 
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パーティションは、共有ディスクを使用するクラスタ内の 1 台のサーバから作成します。 
通常のパーティションと同様、OS の『ディスクの管理』を使用してパーティションを作成し、

ドライブ文字を設定してフォーマットは行わず RAW パーティションのまま設定してください。

この作業は共有ディスクを接続しているいずれか一台のサーバで実施します。 
その後、同じ共有ディスクを利用する他のサーバでも、同じドライブ文字を設定します。

パーティションは既に作成されているので、改めてパーティションを作成する必要はありま

せん。OS の『ディスクの管理』からフォーマットを行わず、ドライブ文字のみ設定します。 

注： ディスクハートビート用パーティションは 17MB (17,825,792 バイト) 以上確保してく

ださい。また、ディスクハートビート用パーティションはフォーマットせず RAW パーティショ

ンのままにしてください。 

2. クラスタパーティションの確保（ハイブリッド方式を使用する場合のみ） 

ハイブリッド方式を使用する場合、ハイブリッドディスクリソースでミラーリングする共有

ディスク上に、 ハイブリッドディスクの状態の管理に使用するパーティションを作成します。 
パーティションの作成方法はディスクハートビート用パーティションと同じです。 

注： クラスタパーティションは 17MB (17,825,792 バイト) 以上確保してください。また、ク

ラスタパーティションはフォーマットせず RAW パーティションのままにしてください。 

3. ディスク リソース用切替パーティション / ハイブリッドディスクリソース用データパーティ

ションの確保 

共有ディスク上にディスク リソースで使用する切替パーティションまたはハイブリッドディ

スクリソースで使用するデータパーティションを作成します。OS の『ディスクの管理』を使

用してパーティションを作成し、ドライブ文字を設定して NTFS でフォーマットしてください。

この作業は共有ディスクを接続しているいずれか一台のサーバで実施します。 
その後、同じ共有ディスクを利用する他のサーバでも、同じドライブ文字を設定します。

パーティションは既に作成されているので、改めてパーティションを作成したりフォーマット

する必要はありません。 
なお、CLUSTERPRO のセットアップが完了するまでは共有ディスクに対するアクセス制

御が行われないため、共有ディスクに接続された状態で複数のサーバを起動すると、共

有ディスク上のファイルやフォルダが破壊される危険があります。このため、ディスクリ

ソース用パーティションをフォーマットしてから CLUSTERPRO をインストールしてリブート

するまでは、共有ディスクに接続されたサーバを同時に複数起動しないようにしてくださ

い。 

重要： 共有ディスクに接続されたサーバを同時に複数起動しないでください。共有ディス

ク上のデータが破壊される可能性があります。 

 
 

2. ミラー用パーティションを設定する (ミラーディスク使用時は必須) 

以下の手順でミラー用パーティションの設定を行います。この作業はハイブリッド方式で共有

ディスクとミラーリングを行うローカルディスク（1 台のサーバにのみ接続されたディスク）に対し

ても必要です。 

注：単体サーバをクラスタ化する場合などで、既存のパーティション上のデータを引き続き使用

する場合、そのパーティションの再作成など行わないでください。パーティションの再作成など

行われると既存のパーティション上のデータは削除されます。 

1. クラスタパーティションの確保 
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ミラーディスクリソース / ハイブリッドディスクリソースが独自に使用するパーティションを

作成します。このパーティションはミラーディスクリソース/ ハイブリッドディスクリソースの

状態の管理に使用します。 
パーティションは、ミラーリソースを使用する、クラスタ内のすべてのサーバで作成します。

OS の「ディスクの管理」を使用してパーティションを作成し、フォーマットは行わず RAW
パーティションのままドライブ文字を設定します。 

注：クラスタパーティションは 17MB (17,825,792 バイト) 以上確保してください。また、ク

ラスタパーティションはフォーマットせず RAW パーティションのままにしてください。 

2. データパーティションの確保 

ミラーディスクリソース / ハイブリッドディスクリソースでミラーリングするデータパーティ

ションを作成します。ミラーディスクリソースの場合、データパーティションはディスクをミ

ラーリングする 2 台のサーバの両方で作成します。 

OS の「ディスクの管理」から NTFS でフォーマットし、ドライブ文字を設定します。 

注：CLUSTERPRO を再インストールする場合など、既にミラーリング対象のパーティショ

ン（ドライブ）が存在する場合、パーティションを作り直す必要はありません。特に、パー

ティション上にミラーリングすべきデータが既にある場合は、パーティションの作り直しや

フォーマットを行うとデータが消去されますのでご注意ください。 

システムドライブやページファイルのあるドライブ、CLUSTERPRO をインストールしたドラ

イブはミラーリソース用パーティションとして使用できません。 

ミラーリングする二つのデータパーティションは、バイト単位で正確に同じサイズである必

要があります。ディスクのジオメトリが異なる場合、正確に同じサイズのパーティションが作

成できない場合がありますので、clpvolsz コマンドによりパーティションサイズを確認・調整

してください。また、これらのパーティションには各サーバで同じドライブ文字を設定する必

要があります。 

 

3. OS 起動時間を調整する (必須) 

クラスタ システムを構成する各サーバに電源を投入してから、サーバの OS が起動するまで

の時間を、以下の 2 つより長くなるように設定する必要があります。 

 共有ディスクに電源を投入してから使用可能になるまでの時間(共有ディスクを使用する

場合) 

 ハートビート タイムアウト時間 ※既定値 30 秒 

 

これは、以下の問題を回避するためです。 

 共有ディスクとサーバの電源を入れてクラスタシステムを起動すると、共有ディスクの起

動が OS の起動処理に間に合わず、共有ディスクが認識されない状態で OS が起動する

ことにより、ディスクリソースの活性に失敗する 

 サーバの再起動でフェイルオーバを発生させたい場合に、ハートビート タイムアウト時間

内にそのサーバが再起動してしまうと、相手側からはハートビートが継続しているとみなさ

れフェイルオーバが発生しない 

上記 2 点の時間を計測後、以下の手順例に従って OS 起動時間を調整します。 

OS の[マイコンピュータ]→[プロパティ]→[詳細タブ]→[起動/回復]のオペレーティングシステム

の一覧を表示する時間を計測した時間より長い時間にします。 
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注: BOOT時に選択するOSが一つしかない場合、起動待ち時間を設定しても無視される場合

があります。この場合、boot.ini ファイルを編集して、[Operating System]セクションに 2 つ目の

エントリを追加してください。2 つ目のエントリは 1 つ目のエントリのコピーで問題ありません。 

 

4. ネットワーク設定を確認する (必須) 

クラスタ内のすべてのサーバで、ipconfig コマンドや ping コマンドを使用して、以下のネット

ワークリソースが正常に動作しているかどうかを確認します 

 パブリック LAN (他のマシンとの通信用) 

 インタコネクト専用 LAN (CLUSTERPRO のサーバ間接続用) 

 ホスト名 

注: クラスタで使用する フローティング IP リソース、仮想 IP リソースの IP アドレスは OS 側

への設定は不要です。 
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5. ファイアウォールの設定を確認する (必須) 

CLUSTERPRO はモジュール間の通信にいくつかのポート番号を使用します。使用するポー

ト番号については、『スタートアップガイド』の「第 5 章 注意制限事項 CLUSTERPRO インス

トール前」を参照してください。 

 

6. サーバの時刻を同期させる (推奨) 

クラスタ システムでは、クラスタ内のすべてのサーバの時刻を定期的に同期する運用を推奨

します。1 日 1 回程度を目安に ntp などを使用してサーバの時刻を同期させる設定にしてくだ

さい。 

注: 各サーバの時刻が同期されていない場合、フェイルオーバやグループ移動の際にクライ

アントから見たサーバ側のシステム時間が変動し、業務アプリケーションの動作に支障をきた

す可能性があります。また、サーバ間でログの時刻にずれが発生し、障害時に原因の解析に

時間がかかることがあります。 

 

7. パワーセービング機能をオフにする (必須) 

CLUSTERPRO 環境では、OnNow, ACPI, APM の機能を利用したパワーセービング（スタン

バイやハイバネーション）は使用できません。この機能は以下の手順に従って、必ずオフに設

定してください。 

1. [コントロールパネル]－[電源オプション]を起動します。 

2. [電源設定]タブを選択し、次の設定を行ってください。 
[電源設定]を「常にオン」にする。 
[常にオンの電源設定]で、[モニタの電源]と[ハードディスクの電源]を、ともに「なし」に設定

する。 
[システムスタンバイ]を「なし」に設定する。 

注: [モニタの電源]、[ハードディスクの電源]、[システムスタンバイ]の設定について、設定

箇所がない場合は設定する必要はありません。 

3. [休止状態]タブを選択し、次の設定を行ってください。 
[休止状態]の設定で、[休止状態を有効にする]のチェックを外す。 

4. [OK]をクリックし、OnNow 等の状態にならないことを確認してください。 

 

8. SNMPサービスをセットアップする (ESMPRO/SM連携機能を使用

する場合は必須) 

ESMPRO/SM と の 連 携 機 能 を 使 用 す る 場 合 は 、 SNMP サ ー ビ ス が 必 要 で す 。

CLUSTERPRO をインストールする前に、SNMP サービスをセットアップしてください。 

 

9. BMCとipmiutilをセットアップする  (強制停止機能と筐体IDランプ

連携を使用する場合は必須) 
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強制停止機能と筐体 ID ランプ連携を使用する場合は、ベースボード管理コントローラー

（BMC）のマネージメント用 LAN ポートの IP アドレスと OS が使用する IP アドレスの間で通信

ができるように、各サーバの BMC を設定してください。サーバに BMC が搭載されていない場

合や、BMC のマネージメント用のネットワークが閉塞している状態では、これらの機能は使用

できません。BMC の設定方法については、各サーバのマニュアルを参照してください。 

これらの機能は、BSD ライセンスのオープンソースとして公開されている IPMI Management 
Utilities (ipmiutil)を使用し、ネットワーク経由で各サーバの BMC ファームウェアを制御します。

このため、これらの機能を利用する場合は、各クラスタサーバに ipmiutil をインストールする必

要があります。 

2008 年 3 月時点で、ipmiutil は以下のサイトからダウンロードすることができます。 

http://ipmiutil.sourceforge.net/ 
 

ipmiutil のバージョンは 2.0.0～2.8.0 を使用してください。 

動作確認済みのコマンドとサーバの組み合わせは以下のとおりです。 

ipmiutilのバージョン サーバ 

ipmiutil-2.0.7-win32 Express5800/110GR-1d 

Express5800/120Rf-1 

Express5800/120Rg-1 

ipmiutil-2.0.0-win32 

ipmiutil-2.8.0-win32 

Express5800/110GR-1d 

 

CLUSTERPRO では Ipmiutil の hwreset コマンドまたは ireset コマンドと、alarms コマンド

または ialarms コマンドを使用します。これらのコマンドがパス指定無しで実行可能なように、

ipmiutil の実行ファイルのパスをシステム環境変数 “PATH” に含めるか、既に含まれている

いずれかのフォルダ（例えば CLUSTERPRO のインストール先フォルダ配下にある bin フォル

ダ）に実行ファイルをコピーしてください。CLUSTERPRO では IPMI ドライバを必要とする機能

は使用していないため、IPMI ドライバのインストールは必要ありません。 

上記のコマンドにより LAN 経由で BMC を制御するには、各サーバの BMC に Administrator
権限のある IPMI アカウントが必要です。NEC Express5800/100 シリーズのサーバを使用す

る場合は、User ID 3 までは他のツールで予約されているため、アカウントを追加・変更する場

合は User ID 4 以降を使用してください。アカウント設定の確認・変更には IPMITool 等の IPMI
規格に準拠したツールを使用してください。 

 

10. UNIXベースアプリケーション用サブシステム (SUA) をセットアッ

プする (Windows Server 2008 でネットワーク警告灯機能を使用する

場合は必須) 

Windows Server 2008 でネットワーク警告灯機能を使用する場合は、UNIX ベースアプリケー

ション用サブシステム (SUA) が必要です。CLUSTERPRO をインストールする前に、UNIX
ベースアプリケーション用サブシステム (SUA) をセットアップしてください。 
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クラスタシステムの設計 
本章では、クラスタシステムの設計について、以下を行います。 

1. クラスタシステムの運用形態の決定 

2. 二重化するアプリケーションの決定 

3. クラスタ構成情報の作成 
  

なお、以下の図は、典型的な 2 ノード、片方向スタンバイ構成のクラスタ環境を構築する場合

の例です。 

 

 

現用系サーバ server1 
IP アドレス 192.168.0.1 

インタコネクト LAN

IP アドレス 192.168.0.2 

IP アドレス 10.0.0.2 

IP アドレス 10.0.0.1 RS-232C 

COM1

COM1待機系サーバ server2

ディスクハートビート用パーティション 
ドライブ文字 Q: 
ファイルシステム RAW 

 
ディスクリソース用切替パーティション 

ドライブ文字 R: 
ファイルシステム NTFS 

public-LAN 

業務クライアントへ 

フローティング IP
192.168.0.12 

業務クライアントからは 
このアドレスでアクセスします 

フローティング IP
192.168.0.11 

W eb マネージャクライアントからは

管理用 IP アドレスでアクセスします

共有ディスク 
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運用形態を決定する 
CLUSTERPRO は、複数の運用形態をサポートしています。片方のサーバを現用系、他方を

待機系とする片方向スタンバイ形式と、両方のサーバがお互いに異なる業務の現用系、待機

系となる双方向スタンバイ形式があります。 

 片方向スタンバイクラスタ 

クラスタシステム全体で同一の業務アプリケーションが 1 つしか動作しないシステム形

態です。フェイルオーバ発生後もパフォーマンスの劣化等はありませんが、正常時、待機

系の資源が無駄になります。 

 

 同一アプリケーション双方向スタンバイクラスタ 

クラスタシステム全体で同一の業務アプリケーションが複数動作するシステム形態です。

この構成を構築するには業務アプリケーションが多重起動に対応している必要がありま

す。 

 

アプリケーション A 

アプリケーション A 

アプリケーション A 
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 異種アプリケーション双方向スタンバイクラスタ 

複数の種類の業務アプリケーションが、それぞれ異なるサーバで稼動し、相互に待機す

るシステム形態です。正常時も資源が無駄になりません。ただし、フェイルオーバ発生後

は、1 台のサーバで 2 種の業務が動作するため、業務のパフォーマンスが低下します。 

 

アプリケーション A 

アプリケーション B 
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片方向スタンバイクラスタのフェイルオーバの流れ 

片方向スタンバイクラスタでは、ある業務が動作するグループがクラスタ内で常に 1 台の

サーバ上で動作するように制限されています。 

 
通常運用時

業務 A 

サーバダウン

業務の引継ぎ 

復旧 

通常運用時

業務 A

業務 A 

業務 A 

データ復旧 

業務 A

ミラーデータ復旧 

システム復旧 

ミラーリング 

サーバダウン 

フェイルオーバ

業務 A

業務 A 

ミラーリング 

グループ移動 

業務 A 

グループ移動 

フェイルオーバ 

業務 A はクラスタ内で複数実行不可 

業務 A 

(共有ディスク使用時) (ミラーディスク使用時) 

業務 A

業務の引継ぎ 

業務A はクラスタ内で複数実行不可

業務 A
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双方向スタンバイクラスタフェイルオーバの流れ 

双方向スタンバイクラスタでは、各サーバ上で別々の業務が動作します。フェイルオーバが発

生すると、片サーバで複数の業務が動作するため、正常状態に比べ負荷が増大し、パフォー

マンスが低下します。 

 
通常運用時 

サーバダウン

業務の引継ぎ 

復旧 

通常運用時 

業務 A 

業務 A 

フェイルオーバ 

（共有ディスク使用時） （ミラーディスク使用時） 

業務 A 業務Ｂ

NMP1 

業務 A 業務Ｂ

業務Ｂ業務 A 

業務 B

業務 B

業務 B

業務 A

グループ移動 

業務 B

業務 A 

業務Ｂ業務 A 

ミラーデータ復旧 

システム復旧 

業務の引継ぎ 

サーバダウン 

業務 A 業務Ｂ

フェイルオーバ 

グループ移動 

ミラーリング ミラーリング 

ミラーリング ミラーリング 

データ復旧 

NMP2 NMP2 NMP1 

NMP1 NMP2 NMP2 NMP1 

NMP1 NMP2 NMP2 NMP1 

NMP1 NMP2 NMP2 NMP1 

NMP1 NMP2 NMP2 NMP1 
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二重化するアプリケーションを決定する 
二重化するアプリケーションを決定するには、アプリケーションが CLUSTERPRO によるクラ

スタシステム上でのクラスタ対象として適しているかどうかを、以下の注意事項を十分に検討し

て判断します。 

 

対象アプリケーションについての注意事項 
 

注意事項 1: 障害発生後のデータ修復 

障害発生時に現用系のアプリケーションが更新していたファイルは、フェイルオーバ後に待機

系でアプリケーションがそのファイルにアクセスするとき、データ更新として完結していない状

態にある場合があります。 

非クラスタ (単体サーバ) での障害後のリブートでも同様のことが発生するため、本来アプリ

ケーションはこのような障害に対処するメカニズムを持っている必要がありますが、クラスタシ

ステム上ではこれに加え人間の関与なしに (スクリプトから) 復旧が行える必要があります。 

 

注意事項 2: アプリケーションの終了 

CLUSTERPRO が業務グループを停止・移動 (オンラインフェイルバック) する場合、その業

務グループが使用していたファイルシステムをアンマウントします。このため、アプリケーション

への終了指示にて、共有ディスクまたはミラーディスク上の全てのファイルに対するアクセスが

停止される必要があります。 

通常は終了スクリプトでアプリケーション終了指示コマンドを実行しますが、終了指示コマンド

が (アプリケーションの終了と) 非同期で完了してしまう場合注意が必要です。 

 

注意事項 3: データ格納位置 

CLUSTERPRO がサーバ間で引き継ぐことのできるデータは次の通りです。 

 ディスクリソースの切替パーティション上のデータ、またはミラーディスクリソース/ハイブ

リッドディスクリソースのデータパーティション上のデータ 

 レジストリ同期リソースで同期されたレジストリキーの値。 

アプリケーションのデータを、サーバ間で共有すべきデータと、サーバ固有のデータを異なる配

置場所に分けて保存する必要があります。 

データの種類 例 配置場所 

引き継ぎたいデータ ユーザデータなど ディスクリソースの切替パーティション

またはミラーディスクリソース/ハイブ

リッドディスクリソースデータパーティ

ション 

引き継ぎたくないデータ プログラム、設定情報など サーバのローカルディスク 

 



第 2 章 クラスタシステムを設計する 
 

CLUSTERPRO X 2.1 for Windows インストール & 設定ガイド 
42 

業務 APP 

業務 APP 

業務 APP 

業務 APP 

フェイル 
オーバ 

  

業務 APP 

業務 APP 業務 APP 

フェイル 
オーバ 

  

業務 APP を再起動することで

データを引き継ぐ 

業務 APP 

業務 APP 業務 APP 

フェイル 
オーバ 

  

実行中の業務 APP に動的にデー

タを追加することでデータを引き継ぐ

注意事項 4: 複数業務グループ 

同一の業務アプリケ―ションを双方向ス

タンバイで運用する形態では、(障害に

よる縮退時) 1 つのサーバ上で同一ア

プリケーションによる複数業務グループが

稼動することを想定しなくてはなりません。 

アプリケーションは次のいずれかの方法で引き

継がれた資源を引き取り、単一サーバ上で複数 業

務グループを実行できなければなりません。 

以下の図は共有ディスク型の例ですが、

ミラーディスク型の場合も同様です。 

 
 

複数インスタンス起動 
新たに別インスタンス (プロセス) を起動する

方法です。アプリケーションが複数動作できる必

要があります。 

 
 
 

アプリケーション再起動 
もともと動いていたアプリケーションを一旦

停止し、再起動することで、追加された資源

を扱えるようにする方法です。 

 
 
 
 
 

動的追加 
動作中のアプリケーションに対して、自動またはスクリプトからの指示により資源を追加する方

法です。 
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注意事項 5: アプリケーションとの相互干渉、相性問題 

CLUSTERPRO の機能や動作に必要な OS 機能との相互干渉によってアプリケーションま

たは CLUSTERPRO が動作できない場合があります。 

 共有ディスクとミラーディスクのアクセス制御 

ディスクリソースで管理される共有ディスク上の切替パーティションや、ミラーディスクリ

ソース/ハイブリッドディスクリソースでミラーリングされるデータパーティションはリソースが

非活性の状態ではアクセスが制限され、読み込みも書き込みもできない状態となります。

アプリケーションが非活性状態の(つまりユーザやアプリケーションからアクセスできない)
共有ディスクまたはミラーディスクにアクセスすると、I/O エラーとなります。 

通常、CLUSTERPRO から起動されるアプリケーションは、それが起動された時点でアク

セスすべき切替パーティションまたはデータパーティションが既にアクセス可となっている

ことを想定してかまいません。 

 マルチホーム環境及び IP アドレスの移動 

クラスタシステムでは、通常、一つのサーバが複数の IP アドレスを持ちます。また、フ

ローティング IP アドレスや仮想 IP アドレスはサーバ間で移動するため、各サーバの IP ア

ドレスの構成は動的に変化します。このようなマルチホーム環境に業務アプリケーション

が対応していないと、例えば自サーバの IP アドレスを取得しようとして誤ってインタコネク

ト専用 LAN のアドレスを取得し、クライアントとの通信に使用するアドレスと異なるために

誤動作する、といったことがあります。このため、サーバ側の IP アドレスを意識する業務

アプリケーションの場合、使用する IP アドレスを明示的に指定できる必要があります。 

 アプリケーションの共有ディスクまたはミラーディスクへのアクセス 

業務アプリケーションと共存するほかのアプリケーションには、業務グループの停止が通

知されません。もし、業務グループの停止のタイミングでそのグループが使用している切

替パーティションまたはデータパーティションにアクセスしている場合、ディスクの切り離し

に失敗してしまいます。 

システム監視サービスを行うようなアプリケーションの中には、定期的に全てのディスク

パーティションをアクセスするようなものがあります。この場合、監視対象パーティションを

指定できる機能などが必要になります。 

 

注意事項に該当する構成 

対象アプリケーションをどのようなスタンバイ形態にするかで注意事項が異なります。注意事

項については「注意事項」 (1 ～5) に対応します。 

 片方向スタンバイ [運用-待機] 注意事項: 1 2 3 5 

 双方向スタンバイ [運用-運用] 注意事項: 1 2 3 4 5 

 共存動作 注意事項: 5 
クラスタシステムによるフェイルオーバの対象とはせず、共存動作する運用形態です。 
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注意事項に対する対策 
 

問題点 対策 注意事項に対応する

番号 

データファイル更新中に障害が発生した場合、

待機系にてアプリケーションが正常に動作しない

プログラム修正、または更新途中

のデータを復旧する処理をフェイ

ルオーバ時に実行するようスクリ

プトリソースを追加/修正する。 

注意事項 1 

アプリケーションを停止しても一定時間の間、共

有ディスクまたはミラーディスクへアクセスしつづ

ける 

停止スクリプト中にsleepコマンド

を使用し待ち合わせる 
注意事項 2 

一台のサーバ上で同一アプリケーションを複数

起動できない 
双方向スタンバイ運用では、フェイ

ルオーバ時にアプリケーションを

再起動し共有データを引き継ぐ 

注意事項 3 

 

業務形態の決定 

本章全体を踏まえた上で、業務形態を決定してください。 

 どのアプリケーションをいつ起動するか 

 起動時やフェイルオーバ時に必要な処理は何か 

 切替パーティションまたはデータパーティションに置くべき情報は何か 
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フェイルオーバグループの構成を設計する 
フェイルオーバグループ（以下、グループと表記）とは、クラスタシステム内のある 1 つの独立

した業務を実行するために必要な資源の集まりのことで、フェイルオーバを行なう単位になりま

す。 

グループは、グループ名、グループリソース、属性を持ちます。 

現用系サーバ server1

インタコネクト LAN

RS-232C 

待機系サーバ server2

フェイルオーバグループ 

public-LAN 

業務クライアントへ 

フローティング IP 

アドレス 

(グループリソース) 

業務アプリケーション 

(グループリソース) 

共有ディスクーション

(グループリソース) 

 
 

 

各グループのリソースは、それぞれひとまとまりのグループとして処理されます。すなわち、

ディスクリソース 1 とフローティング IP アドレス 1 を持つ Group1 においてフェイルオーバ

が発生した場合、ディスクリソース 1 とフローティング IP アドレス 1 がフェイルオーバするこ

とになります (ディスクリソース 1 のみがフェイルオーバすることはありません)。 

また、同一リソースが他のグループ に含まれることはありません。 

 

グループリソースを検討する 
クラスタシステムでフェイルオーバを実現するには、フェイルオーバの単位となるグループを作

成する必要があります。グループを構成するのは、グループリソースです。最適なクラスタを作

成するためには、作成するグループにどのようなグループリソースを追加し、どのような設定で

運用するかをよく理解する必要があります。 

関連情報: 各リソースの詳細は、『リファレンスガイド』の「第 6 章 グループリソースの詳細」を

参照してください。 

現在サポートされているグループリソースは以下です。 

グループリソース名 略称 

アプリケーションリソース appli 

CIFSリソース cifs 

フローティングIPリソース fip 

ハイブリッドディスクリソース hd 
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ミラーディスクリソース md 

NASリソース nas 

レジストリ同期リソース regsync

スクリプトリソース script 

ディスクリソース sd 

サービスリソース service

プリントスプーラリソース spool 

仮想コンピュータ名リソース vcom 

仮想IPリソース vip 

 

モニタリソースを理解する 
モニタリソースは、指定された監視対象を監視します。監視対象の異常を検出した場合には、

グループリソースの再起動やフェイルオーバなどを行います。 

モニタリソースの監視するタイミングは以下があり、監視可能な状態の範囲が常時監視と活性

時監視の 2 つあります。 

関連情報: 各リソースの詳細は、『リファレンスガイド』の「第 7 章 モニタリソースの詳細」を参

照してください。 

現在サポートされているモニタリソースは以下です。 

モニタリソース名 略称 

アプリケーション監視リソース appliw 

CIFS監視リソース cifsw 

DB2監視リソース db2w 

ディスクRW監視リソース diskw 

フローティングIP監視リソース fipw 

FTP監視リソース ftpw 

カスタム監視リソース genw 

ハイブリッドディスク監視リソース hdw 

ハイブリッドディスクTUR監視リソース hdtw 

HTTP監視リソース httpw 

IMAP4監視リソース imap4w 

IP監視リソース ipw 

ミラーディスク監視リソース mdw 

ミラーコネクト監視リソース mdnw 

NIC Link Up/Down監視リソース miiw 

マルチターゲット監視リソース mtw 

NAS監視リソース nasw 

ODBC監視リソース odbcw 
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Oracle監視リソース oraclew 

OracleAS監視リソース oracleasw 

VB Corp CL監視リソース oscw 

VB Corp SV監視リソース ossw 

WebOTX監視リソース otxw 

POP3監視リソース pop3w 

PostgreSQL監視リソース psqlw 

レジストリ同期監視リソース regsyncw 

ディスクTUR監視リソース sdw 

サービス監視リソース servicew 

SMTP監視リソース smtpw 

プリントスプーラ監視リソース spoolw 

SQL Server監視リソース sqlserverw

Tuxedo監視リソース tuxw 

仮想コンピュータ名監視リソース vcomw 

仮想IP監視リソース vipw 

Websphere監視リソース wasw 

Weblogic監視リソース wlsw 

 常時監視 (クラスタ起動時～クラスタ停止時) 

• ディスク RW 監視リソース 

• IP 監視リソース 

• ミラーディスク監視リソース 

• ミラーコネクト監視リソース 

• ハイブリッドディスク監視リソース 

• ハイブリッドディスク TUR 監視リソース 

• NIC Link Up/Down 監視リソース 

• マルチターゲット監視リソース 

• ディスク TUR 監視リソース 

• カスタム監視リソース 

• VB Corp CL 監視リソース 

 活性時監視 (グループ活性時～グループ非活性時) 

• アプリケーション監視リソース 

• CIFS 監視リソース 

• DB2 監視リソース 

• フローティング IP 監視リソース 

• FTP 監視リソース 
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• HTTP 監視リソース 

• IMAP4 監視リソース 

• NAS 監視リソース 

• ODBC 監視リソース 

• Oracle 監視リソース 

• OracleAS 監視リソース 

• VB Corp SV 監視リソース 

• WebOTX 監視リソース 

• POP3 監視リソース 

• PostgreSQL 監視リソース 

• レジストリ同期監視リソース 

• サービス監視リソース 

• SMTP 監視リソース 

• プリントスプーラ監視リソース 

• SQL Server 監視リソース 

• Tuxedo 監視リソース 

• 仮想コンピュータ名監視リソース 

• 仮想 IP 監視リソース 

• Websphere 監視リソース 

• Weblogic 監視リソース 
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(1) 

(2) 

 (1) インタコネクト専用LANハートビート 
(カーネルモード) 

 (2) パブリックLANハートビート 
(カーネルモード) 

 

ハートビートリソースを理解する 
クラスタ内のサーバは他のサーバの死活監視をおこないます。サーバ間の死活監視はハート

ビートリソースを使用します。ハートビートリソースには以下の種類があります。 

 

ハートビートリソース名 略称 機能概要 

カーネルモードLANハートビート 
リソース (1)(2) 

lankhb 
カーネルモードのモジュールが LAN を使用し

てサーバの死活監視をおこないます 

 

 カーネルモード LAN ハートビートリソースは最低一つ設定する必要があります。二つ以

上の設定を推奨します。インタコネクト専用 LAN ハートビートとパブリック LAN ハートビー

トを同時に設定することを推奨します。 

 

ネットワークパーティション解決リソースを理解する 
ネットワークパーティション症状(Split Brain syndrome)とはクラスタサーバ間の全ての通信路

に障害が発生しネットワーク的に分断されてしまう状態のことです。 

ネットワークパーティション症状に対応できていないクラスタシステムでは、通信路の障害と

サーバの障害を区別できず、同一資源に複数のサーバからアクセスしデータ破壊を引き起こ

す場合があります。CLUSTERPRO では、他サーバからのハートビート切れを検出すると、

サーバの障害かネットワークパーティション症状かを判別します。サーバダウンと判定した場

合は、健全なサーバ上で各種資源を活性化し業務アプリケーションを起動することでフェイル

オーバを実行します。ネットワークパーティション症状と判定した場合には、業務継続よりデー

タ保護を優先させるため、緊急シャットダウンなどの処理を実施します。 

ネットワークパーティション解決方式には下記の方法があります。 

 

 COM方式 
• 2ノードクラスタで使用できます。 
• シリアルクロスケーブルが必要です。 
• COM通信路を使用して相手サーバの生存確認を行うことによってネットワークパーティ

ション症状の判定を行います。 
• COM通信路(COMポートやシリアルクロスケーブル)に異常が発生している状態でサー

バダウンが発生した場合は、ネットワークパーティションの解決が失敗するため、フェイ

ルオーバできません。正常なサーバも緊急シャットダウンします。 
• COM通信路が正常な状態で全てのネットワーク通信路に障害が発生した場合は、ネッ

トワークパーティションを検出して、マスタサーバを除いた全てのサーバが緊急シャット

ダウンします。 
• COM通信路(COMポートやシリアルクロスケーブル)に異常が発生している状態で全て
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のネットワーク通信路に障害が発生した場合は、全てのサーバが緊急シャットダウンし

ます。 
• 万一、クラスタサーバ間の全てのネットワーク通信路とCOM通信路に同時に障害が発

生した場合には、両サーバがフェイルオーバを実行します。この場合は同一資源を複

数のサーバからアクセスしてデータ破壊を引き起こす場合があります。 
 

 ping方式 
• pingコマンドを受信し、応答を返却可能な常時稼動している装置(以下、「ping用装置」

と省略します)が必要です。 
• ping用装置は複数指定することができます。 

• 他サーバからのハートビートの途絶を検出した際に、ping 用装置からping コマンドの応

答がある場合にはハートビートの途絶したサーバがダウンしたと判断してフェイルオー

バを実施し、ping コマンドの応答がない場合はネットワークパーティション症状により自

身がネットワークから孤立したものと判断して緊急シャットダウンします。これにより、

ネットワークパーティション症状が発生した際に、クライアントと通信可能な方のサーバ

で業務を継続することができます。 

• ping 用装置の障害などにより、ハートビートが途絶する前に ping コマンドの応答が返ら

ない状態が続くと、ネットワークパーティションの解決ができなくなりますので、この状態

でハートビート切れを検出した場合、全サーバがフェイルオーバを実行します。このため、

共有ディスクを使用するクラスタの場合、この方式では同一資源に複数のサーバからア

クセスしてデータ破壊を引き起こす可能性があります。 

 
 共有ディスク方式 

• 共有ディスクを使用するクラスタで選択できます。 
• 共有ディスク上に専用のディスクパーティション(ディスクハートビート用パーティション)

が必要です。 
• 共有ディスク上に定期的にデータを書き込み、他サーバの最終生存時刻を計算するこ

とでネットワークパーティション症状の判定を行います。 
• 共有ディスクや共有ディスクへの経路(SCSIバスなど)に異常が発生している状態で他

サーバからのハートビートの途絶を検出した場合は、ネットワークパーティションの解決

が失敗するため、フェイルオーバできません。正常なサーバも緊急シャットダウンしま

す。 
• 共有ディスクが正常な状態で全てのネットワーク通信路に障害が発生した場合は、ネッ

トワークパーティションを検出して、マスタサーバ及びマスタサーバと通信できるサーバ

がフェイルオーバ処理を実施します。それ以外のサーバは全て緊急シャットダウンしま

す。 

• 他の方式に比べ、ディスク I/O の遅延を考慮する必要があるため、ネットワークパーティ

ション解決に時間がかかります。この時間はクラスタのプロパティで設定するハートビー

トタイムアウト時間とディスク IO 待ち時間の長いほうの約 2 倍となります。 

• 共有ディスクへのIO時間がディスクIO待ち時間より長くかかる場合にはネットワーク

パーティション解決処理がタイムアウトしてフェイルオーバできないことがあります。 

注: VERITAS Storage Foundation を使用する場合、共有ディスク方式は使用できま

せん。 

 
 COM+共有ディスク方式 

• COM 方式と共有ディスク方式を組み合わせた方式です。2 ノードで共有ディスクを使用

するクラスタで選択できます。 

• シリアルクロスケーブルが必要です。また、共有ディスク上に専用のディスクパーティ

ション(ディスクハートビート用パーティション)が必要です。 
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• COM 通信路(COM ポートやシリアルクロスケーブル)が正常な状態では COM 方式と

同様に動作しますが、COM 通信路に異常が発生している状態では共有ディスク方式に

切り替わります。これにより、COM 方式のみの場合に比べ高い可用性を実現すると共

に、ディスク方式のみの場合に比べ高速にネットワークパーティション解決を完了するこ

とができます。 

• 万一、クラスタサーバ間の全てのネットワーク通信路とCOM通信路に同時に障害が発

生した場合にも、少なくとも一方のサーバが緊急シャットダウンを行いますので、データ

破壊を避けることができます。 
 

 ping+共有ディスク方式 
• ping方式と共有ディスク方式を組み合わせた方式です。 
• pingコマンドを受信し、応答を返却可能な常時稼動している装置（ping用装置）が必要

です。ping用装置は複数指定することができます。 
また、共有ディスク上に専用のディスクパーティション(ディスクハートビート用パーティ

ション)が必要です。 
• 通常はping方式と同様に動作しますが、ping用装置の故障などにより、ハートビートが

途絶する前にpingコマンドの応答が返らない状態が続くと、共有ディスク方式に切り替

わります。 
• 共有ディスクや共有ディスクへの経路に異常が発生している状態で他サーバからの

ハートビートの途絶を検出した場合、pingコマンドの応答がある状態でも緊急シャットダ

ウンします。 
 

 多数決方式 
• 3ノード以上のクラスタで使用できます。 

• ネットワーク障害によってクラスタ全体の過半数のサーバと通信できなくなったサーバ

が緊急シャットダウンすることにより、ネットワークパーティション症状によるデータ破壊

を防ぎます。 
なお、ちょうど半数のサーバと通信できない場合は、マスタサーバと通信できないサー

バが緊急シャットダウンします。 

• 半数以上のサーバがダウンした場合は、残りの全ての正常サーバもダウンします。 
• ハブの故障などによって全てのサーバが孤立した場合は全サーバダウンとなります。 

 
 ネットワークパーティション解決しない 

• ディスクリソース（共有ディスク）を使用しないクラスタで選択できます。 
• 万一、クラスタサーバ間の全てのネットワーク通信路に障害が発生した場合には、全

サーバがフェイルオーバを実行します。 

 

推奨するネットワークパーティション解決方式は下記です。 

- 遠隔クラスタにはping方式を推奨します。 
- 3ノード以上で共有ディスクを使用するクラスタには、ping+共有ディスク方式を推奨しま

す。ハイブリッド方式の場合は、共有ディスクが接続されたサーバではping+共有ディスク

方式、共有ディスクが接続されていないサーバではping方式のみを使用します。 
- 3ノード以上で共有ディスクを使用しないクラスタには、ping方式を推奨します。 
- 2ノードで共有ディスクを使用するクラスタにはCOM+共有ディスク方式または、ping+共

有ディスク方式を推奨します。 
- 2ノードで共有ディスクを使用しないクラスタを使用するクラスタにはCOM方式または、

ping方式を推奨します。 
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ネットワーク 

パーティ 

ション 

解決方式 

ノード数 必要 HW 
フェイルオーバ不

可のケース 
全ネットワーク

経路断線時 

両サーバがフェイルオー

バするケース 

 

ネットワークパー

ティション解決に必

要な時間 

COM 2 シリアル 

ケーブル 

COM 異常 マスタサーバが

生存 
全ネットワーク断線と同

時に COM 異常発生 
0 

共有ディスク 

 

制限なし 共有ディスク ディスク異常 マスタサーバが

生存 
なし ハートビートタイム

アウトとディスク IO
待ち時間から計算さ

れる時間が必要 

ping 制限なし ping コマンドを

受信し応答を返

却する装置 

なし ping コマンドの

応 答 が 有 る

サーバが生存 

ping コマンドが指定回

数連続タイムアウト後

に、全ネットワーク断線 

0 

COM＋ 

共有ディスク 

2 シリアル 

ケーブル, 

共有ディスク 

COM 異常 

かつ 

ディスク異常 

マスタサーバが

生存 
なし 0 

ping+ 

共有ディスク 

制限なし ping コマンドを

受信し応答を返

却する装置, 

共有ディスク 

なし ping コマンドの

応 答 が 有 る

サーバが生存 

なし 0 

多数決 3 以上 なし 過半数サーバダ

ウン 
過半数サーバと

通信できるサー

バが生存 

なし 0 

ミラーディスク 

 

2 なし なし 両サーバがフェ

イルオーバ実施

全ネットワーク断線時 0 

なし 制限なし なし なし 全サーバがフェ

イルオーバ実施

全ネットワーク断線時 0 
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セセククシショョンン  IIII  CCLLUUSSTTEERRPPRROO  XX  のの イイ ンン スス

トトーールルとと設設定定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このセクションでは、CLUSTERPRO のインストールを実行します。サーバマシンへ CLUSTERPRO をイ

ンストールし、CLUSTERPRO Builderで構成情報を作成し、クラスタシステムを構築します。その後、システ

ムが正常に稼動するかどうかの動作確認を行います。 

 
• 第 3 章 CLUSTERPRO をインストールする 
• 第 4 章 ライセンスを登録する 
• 第 5 章 クラスタ構成情報を作成する 
• 第 6 章 クラスタシステムを確認する 
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第 3 章 CLUSTERPRO をインストール

する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO のインストール手順について説明します。CLUSTERPRO のインストールには、

CLUSUTERPRO 本 体 で あ る  CLUSTERPRO Server を イ ン ス ト ー ル し ま す 。 管 理 用 ツ ー ル の 
CLUSTERPRO WebManager は、管理用 PC のブラウザから CLUSTERPRO Server へ接続したとき

に自動的にダウンロードされます。WebManager 、Builder のインストール作業は必要ありません。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 
• CLUSTERPRO のインストールからクラスタ生成までの流れ ······················································· 56 
• CLUSTERPRO Serverのインストール························································································· 57 
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CLUSTERPRO のインストールからクラスタ生成ま

での流れ 
本セクションで説明する CLUSTERPRO のインストールからライセンス登録、クラスタ システ

ム生成、クラスタ システムの状態確認までの流れを以下に示します。 

本セクションの手順に進む前に、必ずセクション I を読み、必要な動作環境や生成するクラス

タの構成内容について確認してください。 

1. CLUSTERPRO Server のインストール 

ク ラ ス タ を 構 成 す る 各 サ ー バ に 、 CLUSTERPRO の メ イ ン の モ ジ ュ ー ル で あ る 
CLUSTERPRO Serverをインストールします。インストール時、ライセンスの登録も行います(
第 3 章 CLUSTERPRO をインストールする)。 

(サーバ OS の再起動が必要) 

2. CLUSTERPRO Builder を使用したクラスタ構成情報の作成 
CLUSTERPRO Builder を利用して、クラスタ構成情報を作成します(第 5 章 クラスタ構成

情報を作成する)。 

3. クラスタの生成 

Builder で作成したクラスタ構成情報を使ってクラスタを生成します(第 5 章 クラスタ構成情

報を作成する)。 

4. CLUSTERPRO WebManager を使用した設定確認 

CLUSTERPRO WebManager を利用して、生成したクラスタの状態を確認します。(第 6 章

 クラスタシステムを確認する)。 

 

関連情報： 本書の流れに従って操作を行うためには、本ガイドの手順に従いながら、随時

『CLUSTERPRO X リファレンスガイド』を参照する必要があります。また、動作環境やリリー

ス情報などの最新情報は、『CLUSTERPRO X スタートアップガイド』の「第 3 章 
CLUSTERPRO の動作環境」、および「第 4 章 最新バージョンの情報」を確認してください。 
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CLUSTERPRO Server のインストール 
クラスタシステムを構築する各サーバマシンに、CLUSTERPRO の本体モジュールである 
CLUSTERPRO Server をインストールします。  

インストール時にはライセンス登録が要求されます。必要なライセンスファイルまたはライセン

スシートを用意しておきます。 

 

CLUSTERPRO Server は以下のシステム サービスで構成されます。 

 

システム サービス名 説明 

CLUSTERPRO CLUSTERPRO本体 

CLUSTERPRO Disk Agent 共有ディスク、ミラーディスク、ハイブリッドディス

ク制御 

CLUSTERPRO Event イベントログ出力 

CLUSTERPRO Manager WebManagerサーバ 

CLUSTERPRO Old API Support 互換API処理 

CLUSTERPRO Server CLUSTERPROサーバ 

CLUSTERPRO Transaction 通信処理 

CLUSTERPRO Web Alert アラート同期 
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CLUSTERPRO Serverを新規にインストールするには 

以下の手順に従って、クラスタを構成する各サーバに CLUSTERPRO Server をインストール

します。 

重要： 共有ディスクを使用する場合、共有ディスクに接続した CLUSTERPRO インストール前

のサーバで OS を複数同時に起動しないでください。共有ディスク上のデータが破壊される可

能性があります。 

 

注 1： CLUSTERPRO Server は Administrator 権限を持つアカウントでインストールしてくだ

さい。 

注 2： CLUSTERPRO Server をインストールすると、Windows のメディアセンス機能（LAN
ケーブル抜け等によるリンクダウン発生時に IP アドレスを非活性にする機能）が無効になりま

す。 

1. インストール CD-ROM を CD-ROM ドライブに入れます。 

2. メニュー画面が表示されたら CLUSTERPRO® for Windows を選択します。 

注： メニュー画面が自動で起動しない場合は、CD-ROM のルートフォルダにある

menu.exe をダブルクリックします。 

3. CLUSTERPRO® X 2.1 for Windows を選択します。 

4. [CLUSTERPRO Server Setup へようこそ] が表示されます。[次へ] をクリックします。 

5. [インストール先の選択] が表示されます。変更する場合は [参照] をクリックしてディレク

トリを指定します。[次へ] をクリックします。 

6. [インストール準備の完了] が表示されます。[インストール] をクリックしてインストールを

開始します。 

7. インストールが終了すると、[通信ポート番号設定] 画面が表示されます。通常は、既定値

のまま [次へ] をクリックします。 

注： ここで設定したポート番号はクラスタ構成情報の作成時に再度設定を行う必要があり

ます。ポート番号の設定の詳細は『リファレンスガイド』の「第 3 章 Builder の機能」の「パ

ラメータ詳細」を参照してください。 

8.  [共有ディスクのフィルタリング設定] が表示されます。共有ディスクに接続されている

SCSI コントローラまたは HBA を右クリックして [フィルタリング] をクリックします。[次
へ] をクリックします。 

重要： 共有ディスクを使用する場合、共有ディスクを接続する SCSI コントローラ、または

HBA に対し必ずフィルタリングの設定を行ってください。フィルタリングの設定を行っていな

い状態で共有ディスクを接続すると共有ディスク上のデータが破壊される可能性がありま

す。ディスクパスを二重化している場合は、いずれかの HBA 配下にのみ共有ディスクが

接続されているように見えますが、共有ディスクが物理的に接続されている全てのHBAに

対してフィルタリングの設定をする必要があります。 

 

重要： ミラーディスクリソースを使用する場合、ミラーリング対象の内蔵ディスクが接続さ

れた SCSI コントローラ／HBA に対してフィルタリング設定は行なわないでください。ミラー

ディスクリソースの起動に失敗します。なお、ハイブリッドディスクリソースを使って共有ディ

スクをミラーリングする場合は、フィルタリング設定が必要になります。 
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9. フィルタリング設定を行うかの確認画面が表示されます。[はい] をクリックします。 

10.  [ライセンスマネージャ] が表示されます。[登録] をクリックしてライセンスを登録します。

登録手順の詳細は「第 4 章 ライセンスを登録する」を参照してください。 

 

11. [終了] をクリックして、ライセンスマネージャを終了します。 

12. [InstallShield Wizard の完了] が表示されます。再起動するかの確認画面が表示される

ので、再起動を選択し [完了] をクリックします。サーバが再起動されます。 

注： 共有ディスクを使用する環境では、OS の再起動が完了した後、アクセス制限がかかって

いるため共有ディスクにアクセスできない状態になっています。 

 

旧バージョンのCLUSTERPRO Serverからアップグレードするには 

まず、以下の注意事項をご確認ください。 

 CLUSTERPRO X 1.0/2.0 for Windows から CLUSTERPRO X 2.1 for Windows への

アップグレードが可能です。それ以外のバージョンからのアップグレードはできません。 

 CLUSTERPRO X 1.0 for Windows から CLUSTERPRO X 2.1 for Windows へのアッ

プグレードには、X 2.0/2.1 のライセンス(各種オプション製品をご使用の場合はそれらの

ライセンスを含む)および、X 2.1 を含む CD 媒体が必要です。 

 CLUSTERPRO X 2.0 for Windows の場合、アップデート CPRO-XW020-03 以降を適

用することにより CLUSTERPRO X 2.1 for Windows にアップグレードされます。 

 Update適用により内部バージョン 9.07 以降にリビジョンアップしたCLUSTERPRO X 

1.0 から、CLUSTERPRO X 2.0/2.1 へのバージョンアップインストールを行う場合、一部

のファイルが正常に置換されません。この場合、「第 9 章 CLUSTERPRO をアンイン

ストール/再インストールする」に記載されている手順に従って、各サーバに

CLUSTERPRO X 2.0/2.1 を再インストールしてください。 

 本製品より新しいバージョンで作成されたクラスタ構成情報は、本製品で利用することは

できません。 

 CLUSTERPRO X1.0 / 2.0 / 2.1 for Windows のクラスタ構成情報は本製品で利用する

ことができます。 

 

以下、CLUSTERPRO X 1.0 for Windows からアップグレードする場合の手順について説明

します。 

 

[ローリングアップグレードを行う場合] 
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ローリングアップグレードとは、運用中の業務をサーバ間で移動させながら 1 サーバずつアッ

プグレードすることです。これによりシステム停止時間を最小限にとどめることができます。 

 

手順の概要は以下のとおりです。 

 1サーバずつアップグレードを実施 

• フェイルオーバグループを別のサーバへ移動 

• CLUSTERPRO 関連のサービスを手動起動にして、サーバを再起動 

• アップグレードを実施 

• CLUSTERPRO 関連のサービスを自動起動にして、サーバを再起動 

• サーバをクラスタへ復帰 ([自動復帰] が [しない] に設定されている場合のみ) 

 

 

以下の手順でアップグレードを実施します。 

 

注： CLUSTERPRO Server は Administrator 権限を持つアカウントでアップグレードしてくだ

さい。 

 

A) クラスタ運用中の各サーバの状態、および全リソースの状態が正常状態であることを

WebManager またはコマンドから確認してください。 

B) 手順 C)から K)までの作業を 1 サーバずつ行ってください。 

C) サーバでフェイルオーバグループが動作している場合、WebManager を操作して、フェイ

ルオーバグループを別のサーバへ移動してください。 

D) 下記サービスの [スタートアップの種類] を [手動] に設定します。 
- CLUSTERPRO 
- CLUSTERPRO Alert 
- CLUSTERPRO Disk Agent 
- CLUSTERPRO Event 
- CLUSTERPRO Manager 
- CLUSTERPRO Old API Support 
- CLUSTERPRO Server 
- CLUSTERPRO Transaction 
- CLUSTERPRO Web Alert 

E) WebManager またはコマンドからサーバシャットダウンでサーバの再起動を行います。 
 

注： クラスタシャットダウンではありませんのでご注意ください。 

 

F) システム再起動後、「SNMP」サービスを[停止] します。(「SNMP」サービスが存在して起

動中の場合のみ) 
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G) P.58「CLUSTERPRO Serverを新規にインストールするには」の 1～3の手順に従って、X 
2.1 の「CLUSTERPROサーバ」のインストーラを起動します。以下のダイアログボックスが

表示されます。 
 

 
 
[次へ]を選択してアップグレードを行ってください。 

H) ファイルの置換後、[ライセンスマネージャ] が起動します。 
必要なライセンスを登録してください。 
(必要なライセンスはX 2.1 新規インストールの場合と同様です。ライセンスについての詳

細は 第 4 章「ライセンスを登録する」を参照してください) 

I) 下記サービスの [スタートアップの種類] を [自動] に設定します。 
- CLUSTERPRO 
- CLUSTERPRO Disk Agent 
- CLUSTERPRO Event 
- CLUSTERPRO Manager 
- CLUSTERPRO Old API Support 
- CLUSTERPRO Server 
- CLUSTERPRO Transaction 
- CLUSTERPRO Web Alert 
 

注： X 1.0 で提供されていた「CLUSTERPRO Alert」サービスは、X 2.1 では通常の実行

ファイルの形態で提供されるため、アップグレードによりサービスから削除されます。 

 

J) OS を操作して、サーバを再起動します。 

K) クラスタのプロパティにおいて  [自動復帰 ] が  [しない ] に設定されている場合は、

WebManager を操作して、サーバをクラスタへ復帰してください。 

L) [自動ミラー復帰] が [しない] に設定されているミラーリソースが存在する場合は、

WebManager のミラーディスクヘルパーまたは clpmdctrl コマンドを使用してミラー復帰を

開始してください。 

M) ミラーリソースが存在する場合は、全てのミラーリソースの復帰が完了するまで待ちます。 

N) すべてのサーバでアップグレードを実施した後、必要であれば WebManager を操作して、

フェイルオーバグループをそれぞれ元のサーバへ移動してください。 
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O) 以上で CLUSTERPRO Server のアップグレードは完了です。WebManager または

clpstat コマンドで、各サーバの[内部バージョン] が “10.10”以降となっていて、クラスタと

して正常に動作していることを確認してください。 

 

[ローリングアップグレードを行わない場合] 

以下の手順でアップグレードを実施します。 

 

注： CLUSTERPRO Server は Administrator 権限を持つアカウントでアップグレードしてくだ

さい。 

 

A) アップグレードを開始する前に、クラスタ運用中の各サーバの状態、および全リソースの

状態が正常状態であることを WebManager またはコマンドから確認してください。 

B) クラスタを構成する全サーバで下記サービスの [スタートアップの種類] を [手動] に設定

した後、コマンドまたは WebManager からクラスタシャットダウンを実施してください。 
- CLUSTERPRO 
- CLUSTERPRO Alert 
- CLUSTERPRO Disk Agent 
- CLUSTERPRO Event 
- CLUSTERPRO Manager 
- CLUSTERPRO Old API Support 
- CLUSTERPRO Server 
- CLUSTERPRO Transaction 
- CLUSTERPRO Web Alert 

C) 手順 D)から G)までの作業を、クラスタを構成する全サーバにて実施してください。 

D) システム再起動後、「SNMP」サービスを[停止] します。(「SNMP」サービスが存在して起

動中の場合のみ) 
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E) P.58「CLUSTERPRO Serverを新規にインストールするには」の 1～3の手順に従って、X 
2.1 の「CLUSTERPROサーバ」のインストーラを起動します。以下のダイアログボックスが

表示されます。 
 

 
 
[次へ]を選択してアップグレードを行ってください。 
 

F) ファイルの置換後、[ライセンスマネージャ] が起動します。 
必要なライセンス(製品ライセンス、オプションライセンス)を登録してください。 
(必要なライセンスはX 2.1 新規インストールの場合と同様です。ライセンスについての詳

細は 第 4 章「ライセンスを登録する」を参照してください) 

G) 下記サービスの [スタートアップの種類] を [自動] に設定します。 
- CLUSTERPRO 
- CLUSTERPRO Disk Agent 
- CLUSTERPRO Event 
- CLUSTERPRO Manager 
- CLUSTERPRO Old API Support 
- CLUSTERPRO Server 
- CLUSTERPRO Transaction 
- CLUSTERPRO Web Alert 
 

注： X 1.0 で提供されていた「CLUSTERPRO Alert」サービスは、X 2.1 では通常の実行

ファイルの形態で提供されるため、アップグレードによりサービスから削除されます。 

 

H) クラスタを構成する全サーバのシステムを再起動します。 

I) 以上で CLUSTERPRO Server のアップグレードは完了です。WebManager または

clpstat コマンドで、各サーバの[内部バージョン] が “10.10”以降となっていて、クラスタと

して正常に動作していることを確認してください。 

 

オフライン版CLUSTERPRO Builderをインストールするには 

オフライン版 CLUSTERPRO Builder はクラスタを構成するサーバにインストールする必要は

ありません。Web ブラウザでクラスタに接続することができない PC 上で、クラスタ構成情報を

作成・変更する場合にのみインストールしてください。 
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以下の手順に従って、オフライン版 CLUSTERPRO Builder をインストールします。 

 

注： CLUSTERPRO Builder は Administrator 権限を持つアカウントでインストールしてくださ

い。 

1. インストール CD-ROM を CD-ROM ドライブに入れます。 

2. メニュー画面が表示されたら CLUSTERPRO® for Windows を選択します。 

注： メニュー画面が自動で起動しない場合は、CD-ROM のルートフォルダにある

menu.exe をダブルクリックします。 

3. CLUSTERPRO® Accessories を選択します。 

4. CLUSTERPRO® Builder を選択します。 

5. [Cluster Builder self-extracting dialog]ダイアログボックスが表示されるので、インストー

ル先を選択し、[解凍]をクリックします。 

6. [ZIP 自己解凍]ダイアログボックスが表示されるので[OK]をクリックし、インストールが完

了します。 
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第 4 章 ライセンスを登録する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 成 し た ク ラ ス タ を 実 際 に 稼 動 さ せ る に は 、 ラ イ セ ン ス の 登 録 が 必 要 に な り ま す 。 本 章 で は 、

CLUSTERPRO のライセンス登録手順について説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 
• ライセンスの登録 ························································································································· 66 
• ライセンスの参照/削除················································································································· 69 
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ライセンスの登録 
CLUSTERPRO のライセンスは、インストール時のライセンス登録以外にも、追加で登録/ 参

照/ 削除が可能です。 

 

下記 CLUSTERPRO X 2.1 for Windows 本体製品のライセンスの登録は、クラスタを構築し

ようとしているサーバのうち、マスタ サーバとして設定しているサーバで行ないます。 

 CLUSTERPRO X 2.1 for Windows 

 CLUSTERPRO X 2.1 for Windows VM 

 

また、下記 CLUSTERPRO X 2.1 for Windows オプション製品を使用する場合には、オプ

ション製品を使用する各サーバにそれぞれの製品のライセンスを登録する必要があります。 

 CLUSTERPRO X Replicator 2.1 for Windows 

 CLUSTERPRO X Replicator DR 2.1 for Windows 

 CLUSTERPRO X Replicator DR 2.1 アップグレードライセンス for Windows 

 CLUSTERPRO X Database Agent 2.1 for Windows 

 CLUSTERPRO X Internet Server Agent 2.1 for Windows 

 CLUSTERPRO X Application Server Agent 2.1 for Windows 

 CLUSTERPRO X Anti-Virus Agent 2.1 for Windows 

 CLUSTERPRO X Alert Service 2.1 for Windows 

 

ライセンスの登録形式には、ライセンスシートに記載された情報を入力する方法と、ライセンス 
ファイルを指定する方法の 2 つがあります。 

 ライセンス製品に添付されたライセンス情報を入力し、ライセンスを登録する (「ライセン

ス情報を入力してライセンスを登録するには」を参照) 

 ライセンス ファイルを指定し、ライセンスを登録する (「ライセンス ファイルを指定してラ

イセンスを登録するには」を参照) 
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ライセンス情報を入力してライセンスを登録するには 

ライセンス情報を入力してライセンスを登録する手順を示します。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

本体製品のライセンスを登録する場合 

 販売元から正式に入手したライセンス シートが手元にあることを確認してください。 
ライセンスシートは製品を購入すると販売元から送付されます。このライセンス シートに

記載されている値を入力します。 

 クラスタ システムを構築しようとしているサーバの中で、マスタ サーバとして設定しようと

しているサーバに管理者としてログイン可能であることを確認してください。 

オプション製品のライセンスを登録する場合 

 販売元から正式に入手したライセンス シートが手元にあることを確認してください。 
ライセンスシートは製品を購入すると販売元から送付されます。ノードライセンスのライセ

ンス シートはオプション製品を使用しようとしているサーバの台数分必要です。このライ

センス シートに記載されている値を入力します。 

 クラスタ システムを構築しようとしているサーバの中で、オプション製品を使用しようとし

ているサーバに管理者としてログイン可能であることを確認してください。 

 

1. [スタート] メニューの [プログラム] で、[CLUSTERPRO Server] の [ライセンス マネー

ジャ] をクリックします。 

2. [ライセンスマネージャ] ダイアログ ボックスが表示されます。[登録] をクリックします。 

3. ライセンス登録方法の選択画面が表示されます。[ライセンス項目を入力して登録] をク

リックします。 

4. [製品選択] ダイアログ ボックスが表示されます。登録するライセンスの OS 情報、製品

区分、製品情報を選択して、 [次へ ] をクリックします。CLUSTERPRO X 2.1 for 
Windows VM の場合、製品情報として CLUSTERPRO X 2.1 for Windows を選択してく

ださい。 

5. 手順 4 で [ライセンス種別] が [クラスタライセンス] の製品を選択した場合、[ライセン

ス単位選択] ダイアログ ボックスが表示されます  ([ライセンス種別] がノードライセンス

の場合には表示されません) 。ライセンス単位を選択します。[ノード単位] を選択した場

合は、ノード数を入力します。[CPU 単位] を選択した場合は、CPU 数を入力し、[次へ] 
をクリックします。 

6. [ライセンスキー入力] ダイアログ ボックスが表示されます。製品に添付されているライセ

ンス シートの、シリアル No とライセンス キーを入力します。[次へ] をクリックします。 

7. [ライセンス登録確認] ダイアログ ボックスが表示されます。入力した情報に誤りがない

か確認します。誤りがないようであれば、[次へ] をクリックします。 

8. ポップアップメッセージ「ライセンスを登録しました。」が表示されることを確認します。表示

されれば、ライセンス登録は完了です。ライセンスの登録に失敗した場合は、手順 2 から

再度ライセンス登録を行ってください。 

 

ライセンス登録を有効にしてクラスタを稼動させるには、全サーバを OS のシャットダウンコマン

ドで再起動してください。 

再起動後、次の「第 5 章 クラスタ構成情報を作成する」に進み、手順に従ってください。 
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ライセンス ファイルを指定してライセンスを登録するには 

ライセンス ファイルを指定してライセンスを登録する手順を示します。 

本手順を実行する前に、以下を確認してください。 

本体製品のライセンスを登録する場合 

 クラスタ システムを構築しようとしているサーバの中で、マスタ サーバとして設定しようと

しているサーバに 管理者としてログイン可能であることを確認してください。 

 ライセンス ファイルが、クラスタ システムを構築しようとしているサーバの中で、マスタ 
サーバとして設定しようとしているサーバの任意の位置に存在していることを確認してくだ

さい。 

オプション製品のライセンスを登録する場合 

 オプション製品を使用しようとしているサーバに管理者としてログイン可能であることを確

認してください。 

 

1. [スタート] メニューの [プログラム] で、[CLUSTERPRO Server] の [ライセンス マネー

ジャ] をクリックします。 

2. [ライセンスマネージャ] ダイアログ ボックスが表示されます。[登録] をクリックします。 

3. ライセンス登録方法の選択画面が表示されます。[ライセンスファイルから登録] をクリック

します。 

4. [ライセンスファイル指定] ダイアログ ボックスが表示されます。登録するライセンスファイ

ルを指定して、[開く] をクリックします。 

5. ライセンス登録の確認メッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 

6. [終了] をクリックして、ライセンスマネージャを閉じます。 

 

ライセンス登録を有効にしてクラスタを稼動させるには、全サーバを OS のシャットダウンコマン

ドで再起動してください。 

再起動後、次の「第 5 章 クラスタ構成情報を作成する」に進み、手順に従ってください。 

 
 



ライセンスの参照/削除 
 

セクション II CLUSTERPRO X のインストールと設定 
69 

 

ライセンスの参照/削除 
 

登録されているライセンスを参照/削除するには 

登録されているライセンスを参照および削除する手順を示します。 

1.  [スタート] メニューの [プログラム] で、[CLUSTERPRO Server] の [ライセンス マ

ネージャ] をクリックします。 

2. [ライセンスマネージャ] ダイアログ ボックスが表示されます。[参照/削除] をクリックしま

す。 

3. 登録されているライセンスが一覧表示されます。 

4. 削除する場合、削除するライセンスを選択して [削除] をクリックします。 

5. 削除を確認するメッセージが表示されます。[OK] をクリックします。 
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第 5 章 クラスタ構成情報を作成する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CLUTERPROでは、クラスタシステムの構成内容を記述するデータのことを、クラスタ構成情報と呼びます。

通常は、WebManager から起動した  Builder を用いてクラスタ構成情報を作成します。本章では、

WebManager の起動方法、および Builder によるクラスタ構成情報の作成手順をサンプルの構成例を用い

て説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 
• クラスタ構成情報を作成する ········································································································ 72 
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クラスタ構成情報を作成する 
ク ラ ス タ 構 成 情 報 の 作 成 は 、 ク ラ ス タ 構 成 情 報 の 作 成  / 変 更 用 の 機 能 で あ る

CLUSTERPRO Builder (以下 Builder) を用いて行います。 

 

管理用 PC からアクセスした CLUSTERPRO WebManager (以下 WebManager) から

Builder を起動し、クラスタ構成情報を作成します。作成したクラスタ構成情報は、Builder から

クラスタシステムに反映します。 
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WebManager を起動する 
クラスタ構成情報を作成するには、WebManager にアクセスする必要があります。ここでは、

まず WebManager の概要を説明し、その後、WebManager にアクセスして、クラスタ構成

情報を作成する方法について説明します。 

関連情報: WebManager の動作環境については、『スタートアップ ガイド』の「第 3 章 
CLUSTERPRO の動作環境」を参照してください。 

 

WebManager とは 

WebManager とは、Web ブラウザ経由で Builder の起動、クラスタの状態監視、サーバ/グ
ループの起動/停止及び、クラスタ動作ログの収集などを行うための機能です。以下の図に 
WebManager の概要を示します。 

CLUSTERPRO 

(WebManager) 

CLUSTERPRO Server 

管理用 PC 

Web ブラウザ側画面 

FIP
または 

VIP 

接続先には管理グループの

フローティング IP アドレスま

たは仮想 IP アドレスを指定

する。 

Java 実行環境のインスト

ールが必要 

 

CLUSTERPRO Server 側の WebManager サービスは OS の起動と同時に起動するように

なっています。 

管理用 PC の Web ブラウザから接続する際の URL には、WebManager 接続用のフローティ

ング IPアドレスまたは仮想 IPアドレスを指定します。これらのアドレスは管理グループのリソー

スとして登録されます。管理グループが存在しない場合、クラスタを構成するいずれかのサー

バの実 IP アドレス（そのサーバに固定的に割り当てられたアドレス）を指定して接続することも

できますが、この場合は接続先サーバがダウンしているとクラスタの状態を取得できなくなりま

す。 



第 5 章 クラスタ構成情報を作成する 
 

CLUSTERPRO X 2.1 for Windows インストール & 設定ガイド 
74 

 

WebManager がサポートしているブラウザ 

動作確認済ブラウザついては、『スタートアップ ガイド』を参照してください。 

 

管理用PCへの Java 実行環境の設定 

WebManager に接続するためには、管理用 PC の Web ブラウザに Java プラグイン（Java™ 
Runtime Environment Version 5.0 Update 6 (1.5.0_06)以降） がインストールされている必

要があります。 

管理用 PC にインストールされている Java プラグインのバージョンが上記よりも古い場合、ブラ

ウザから Java のインストールを促されることがあります。この場合、CLUSTERPRO の

WebManager で動作確認されているバージョンの Java プラグインをインストールしてくださ

い。 

Web ブラウザに Java プラグインを組み込む方法については、Web ブラウザのヘルプ、並びに

JavaVM のインストールガイドを参照してください。 

 

 

WebManager を起動するには 

Builder を使用するために、WebManager を起動します。 

1. Web ブラウザを起動します。 

2. ブラウザのアドレス バーに、CLUSTERPRO Server をインストールしたサーバの実 IP 
アドレスとポート番号を入力します。 

    http://10.0.0.3:29003/ 

 

 

 

 
 

3. WebManager が起動します。 

インストール直後は管理グループが存在しないため、CLUSTERPRO Serverをインストールした

サーバの実IPアドレスを指定します。 

インストール時に指定したWebManager のポート

番号を指定します(既定値29003)。 
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Builder を起動する 
 

注: WebManager のマウスカーソルが砂時計の状態で、WebManager のタイトルバーの[設
定]を数回押すと Builder がフリーズすることがあります。マウスカーソルが砂時計の状態で、操

作を行わないようにしてください。 

1. WebManager のタイトルバーで、 [設定] をクリックして Builder を起動します。初めて

Builder を起動する場合、以下の画面が表示されます。 

 

2. Java のユーザ ポリシー ファイルを設定して、Builder (Java アプレット) がプラット

フォーム OS (Java VM の外) にアクセスする権限を与えます。 

[スタート] メニューの [ファイル名を指定して実行] で、上記の画面に表示されるコマンド 
notepad %HOMEDRIVE%%HOMEPATH%¥.java.policy を実行します。ホームディレ

ク ト リ に あ る  .java.policy フ ァ イ ル が 表 示 さ れ ま す 。 ホ ー ム デ ィ レ ク ト リ

に.java.policy ファイルがない場合は、ファイルを新しく作成するかを問うメッセージ

が表示されるので、[はい] をクリックして作成します。 

注: ホームディレクトリは、OS が C ドライブにインストールされていて USERNAME で

ログインしている場合、 C:¥Documents and Settings¥USERNAME となります。※

環境によっては上記と異なる場合もあります。 

3. .java.policy ファイルに、上記画面の [Add the following content to the file.] の下

に表示されている文字列をコピーして、保存します。 

4. Web ブラウザをすべて閉じます。 

5. 再度、WebManager に接続し、[設定]をクリックして Builder を起動します。 

注: Builder が上手く起動しない場合、以下を再度確認してください。 

• JRE がコンピュータにインストールされている 
• JRE がブラウザで有効になっている 
• .Java.policy ファイルがホームディレクトリに存在し、Builder のインストールパスが指

定されている 
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設定値を確認する 
Builder を使用して実際にクラスタ構成情報を作成する前に、クラスタ構成情報として設定す

る値を確認します。値を書き出して、クラスタが効果的に作成されているか、情報に漏れがな

いかを確認しておきましょう。 

 

クラスタ環境のサンプル 

本章では、以下の図に記載されている、典型的な 2 ノードのクラスタ環境とハイブリッド方式

の 3 ノードクラスタ構成を構築する場合を例にとって説明を行います。 

2 ノード 共有ディスク使用時 

 

現用系サーバ server1
IP アドレス 10.0.0.1 

インタコネクト LAN

IP アドレス 10.0.0.2 

IP アドレス 192.168.0.2 

IP アドレス 192.168.0.1 RS-232C 

COM1

COM1待機系サーバ server2 

ディスクハートビート用パーティションドライブ文字 E: 
ファイルシステム RAW 
 
切替パーティションドライブ文字 F: 
ファイルシステム     NTFS 
 

public-LAN 

業務クライアントへ 

フローティング IP
10.0.0.12 

業務クライアントからは 
このアドレスでアクセスします 

フローティング IP
10.0.0.11 

Web マネージャクライアントからは

このアドレスでアクセスします 

共有ディスク 

 

2 ノード ミラーディスク使用時 

 

現用系サーバ server1

ミラーディスク 

IP アドレス 10.0.0.1 

インタコネクト LAN

（ミラーコネクト共用）

IP アドレス 10.0.0.2 

IP アドレス 192.168.0.2 

IP アドレス 192.168.0.1 

待機系サーバ server2 

クラスタパーティションドライブ文字 E: 
ファイルシステム RAW 
 
データパーティションドライブ文字 F: 
ファイルシステム     NTFS 
 

public-LAN 

業務クライアントへ 

フローティング IP
10.0.0.12 

業務クライアントからは 
このアドレスでアクセスします 

フローティング IP
10.0.0.11 

Web マネージャクライアントからは

このアドレスでアクセスします 

ミラーディスク 
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3 ノード ハイブリッドディスク使用時 

 

現用系サーバ server1

IP アドレス 10.0.0.1 

インタコネクト LAN

（ミラーコネクト共用）IP アドレス 10.0.0.2 

IP アドレス  192.168.0.2 

IP アドレス  192.168.0.1 

待機系サーバ server2 

public -LAN

業務クライアントへ 

FIP 
10.0.0.12 

業務クライアントからは 
このアドレスでアクセスします 

FIP 
10.0.0.11 

Web マネージャクライアントからは

このアドレスでアクセスします 

待機系サーバ server3

IP アドレス 192.168.0.3 

IP アドレス 10.0.0.3 

共有ディスク 

ハートビート用パーティション 
   ドライブ文字 E: 
   ファイルシステム RAW 
クラスタパーティション 
   ドライブ文字 F: 
   ファイルシステム RAW 
データパーティション 
   ドライブ文字 G: 
   ファイルシステム NTFS 

クラスタパーティション

   ドライブ文字 F: 
   ファイルシステム RAW 
データパーティション 
   ドライブ文字 G: 
  ファイルシステム NTFS

サーバグループ svg2

サーバグループ svg1 

 

 

以下に、上図のクラスタ システムを構築するためのクラスタ構成情報のサンプル値を記載し

ます。以降のトピックでは、この条件でクラスタ構成情報を作成する手順をステップ バイ ス

テップで説明します。実際に値を設定する際には、構築するクラスタの構成情報と置き換えて

入力してください。値の決定方法については、『リファレンスガイド』を参照してください。   

 

2 ノードの構成設定例 

設定対象 設定パラメータ 設定値 (共有ディス

ク使用時) 
設定値 (ミラーディス

ク使用時) 

クラスタ名 cluster cluster 

サーバ数 2 2 

管理用グループ数 1 1 

フェイルオーバ グループ数 1 1 

クラスタ構成 

モニタ リソース数 5 6 

 ハートビート リソース カーネルモードLANハートビー

ト数 

2 2 

サーバ名 server1 server1 

インタコネクトの IP アドレス 
(専用) 

192.168.0.1 192.168.0.1 

1 台目のサーバの情報 
(マスタ サーバ) 

インタコネクトの IP アドレス 
(バックアップ) 

10.0.0.1 10.0.0.1 
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設定対象 設定パラメータ 設定値 (共有ディス

ク使用時) 
設定値 (ミラーディス

ク使用時) 

パブリックの IP アドレス 10.0.0.1 10.0.0.1 

COM I/F COM1 - 

ディスク I/F E: - 

PingI/F - - 

多数決I/F - - 

ミラーコネクトI/F - 192.168.0.1 

HBA 共有ディスクに接続し

ているHBA 

- 

サーバ名 server2 server2 

インタコネクトの IP アドレス 
(専用) 

192.168.0.2 192.168.0.2 

インタコネクトの IP アドレス 
(バックアップ) 

10.0.0.2 10.0.0.2 

パブリックの IP アドレス 10.0.0.2 10.0.0.2 

COM I/F COM1 - 

ディスク I/F E: - 

PingI/F - - 

多数決I/F - - 

ミラーコネクトI/F - 192.168.0.2 

2 台目のサーバの情報 

 

HBA 共有ディスクに接続し

ているHBA 

- 

タイプ クラスタ クラスタ 

グループ名 ManagementGroup ManagementGroup

起動サーバ 全てのサーバ 全てのサーバ 

管理用のグループ 

(WebManager 用) 

グループ リソース数 1 1 

タイプ フローティングIPリ

ソース 
フローティングIPリ

ソース 

グループ リソース名 ManagementIP ManagementIP 

 管理用グループのグルー

プリソース 

*1 

IPアドレス 10.0.0.11 10.0.0.11 

タイプ フェイルオーバ フェイルオーバ 

グループ名 failover1 failover1 

起動サーバ server1→server2 server1→server2 

フェイルオーバグループ 

 

グループ リソース数 3 3 

タイプ フローティングIP フローティングIP 

グループリソース名 fip1 fip1 

1 つ目のグループリソース 

IP アドレス 10.0.0.12 10.0.0.12 

 

2 つ目のグループリソース タイプ ディスクリソース ミラーディスクリソー

ス 
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設定対象 設定パラメータ 設定値 (共有ディス

ク使用時) 
設定値 (ミラーディス

ク使用時) 

グループ リソース名 sd1 md1 

ディスクリソースドライブ文字 F: - 

ミラーディスクリソース クラスタ

パーティションドライブ文字 

- E: 

ミラーディスクリソース データ

パーティションドライブ文字 

- F: 

タイプ アプリケーションリ

ソース 
アプリケーションリ

ソース 

グループ リソース名 appli1 appli1 

常駐タイプ 常駐 常駐 

3 つ目のグループリソース

開始パス 実行ファイルのパス 実行ファイルのパス 

タイプ ディスクRW監視 ディスクRW監視 

モニタリソース名 diskw1 diskw1 

ファイル名 C:¥check.txt*2 C:¥check.txt*2 

I/Oサイズ 2000000 2000000 

ストール異常検出時の動作 意図的なストップエ

ラーの発生 
意図的なストップエ

ラーの発生 

回復対象 cluster cluster 

1 つ目のモニタリソース 

最終動作 意図的なストップエ

ラーの発生 
意図的なストップエ

ラーの発生 

タイプ ディスクTUR監視 - 

モニタリソース名 sdw1 - 

ディスクリソース sd1 - 

回復対象 failover1 - 

2 つ目のモニタリソース 

最終動作 何もしない - 

タイプ IP監視 IP監視 

モニタリソース名 ipw1 ipw1 

監視 IP アドレス 10.0.0.254 
(ゲートウェイ) 

10.0.0.254 
(ゲートウェイ) 

回復対象 ManagementGroup ManagementGroup 

3 つ目のモニタリソース 

再活性しきい値 1 1 

タイプ IP監視 IP監視 

モニタリソース名 Ipw2 Ipw2 

監視 IP アドレス 10.0.0.254 
(ゲートウェイ) 

10.0.0.254 
(ゲートウェイ) 

回復対象 failover1 failover1 

4 つ目のモニタリソース 

再活性しきい値 0 0 

5 つ目のモニタリソース タイプ アプリケーション監視 アプリケーション監視
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設定対象 設定パラメータ 設定値 (共有ディス

ク使用時) 
設定値 (ミラーディス

ク使用時) 

モニタリソース名 appliw1 appliw1 

対象リソース appli1 appli1 

回復対象 failover1 failover1 

再活性しきい値 0 0 

タイプ - ミラーコネクト監視 

モニタリソース名 - mdnw1 

ミラーディスクリソース - md1 

回復対象 - md1 

6 つ目のモニタリソース 

(ミラーディスクリソース作成後

自動作成) 

最終動作 - 何もしない 

タイプ - ミラーディスク監視 

モニタリソース名 - mdw1 

ミラーディスクリソース - md1 

回復対象 - md1 

7 つ目のモニタリソース 

(ミラーディスクリソース作成後

自動作成) 

最終動作 - 何もしない 

*1: WebManager に接続するフローティング IP を 用意します。この IP により、障害発生時

も Web ブラウザから動作している方のサーバが実行する WebManager にアクセスできま

す。 

*2: ローカルディスク監視を行う場合、ディスク RW 監視のファイル名にはシステムパーティ

ション上のファイル名を指定します。 

 
 

ハイブリッドディスク構成の設定例 

設定対象 設定パラメータ 設定値 

クラスタ名 cluster 

サーバ数 3 

管理用グループ数 1 

フェイルオーバ グループ数 1 

クラスタ構成 

モニタ リソース数 6 

 ハートビート リソース カーネルモードLANハートビート数 2 

サーバ名 server1 

インタコネクトの IP アドレス 
(専用) 

192.168.0.1 

インタコネクトの IP アドレス 
(バックアップ) 

10.0.0.1 

パブリックの IP アドレス 10.0.0.1 

COM I/F - 

1 台目のサーバの情報 
(マスタ サーバ) 

ディスク I/F E: 
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設定対象 設定パラメータ 設定値 

PingI/F1 10.0.0.254 (ゲートウェイ) 

PingI/F2 *1 10.0.0.254 (ゲートウェイ) 

多数決I/F - 

ミラーコネクトI/F 192.168.0.1 

HBA 共有ディスクに接続している
HBA 

サーバ名 server2 

インタコネクトの IP アドレス 
(専用) 

192.168.0.2 

インタコネクトの IP アドレス 
(バックアップ) 

10.0.0.2 

パブリックの IP アドレス 10.0.0.2 

COM I/F - 

ディスク I/F E: 

PingI/F1 10.0.0.254 (ゲートウェイ) 

PingI/F2 *1 10.0.0.254 (ゲートウェイ) 

多数決I/F - 

ミラーコネクトI/F 192.168.0.2 

2 台目のサーバの情報 

 

HBA 共有ディスクに接続している
HBA 

サーバ名 server3 

インタコネクトの IP アドレス 
(専用) 

192.168.0.3 

インタコネクトの IP アドレス 
(バックアップ) 

10.0.0.3 

パブリックの IP アドレス 10.0.0.3 

COM I/F - 

ディスク I/F - 

PingI/F1 10.0.0.254 (ゲートウェイ) 

PingI/F2 *1 - 

多数決I/F - 

ミラーコネクトI/F 192.168.0.3 

3 台目のサーバの情報 

 

HBA - 

サーバグループ名 svg1 1つ目のサーバグループ 

所属するサーバ server1 , server2 

サーバグループ名 svg2 2つ目のサーバグループ 

所属するサーバ server3 

管理用のグループ タイプ フェイルオーバ 
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設定対象 設定パラメータ 設定値 

グループ名 ManagementGroup 

起動サーバ 全てのサーバ 

(WebManager 用) 

グループ リソース数 1 

タイプ フローティングIPリソース 

グループ リソース名 ManagementIP 

 管理用グループのグループリソース

*2 

IPアドレス 10.0.0.11 

タイプ フェイルオーバ 

グループ名 failover1 

起動サーバ server1→server2→server3 

サーバグループ svg1→svg2 

フェイルオーバグループ 

 

グループ リソース数 3 

タイプ フローティングIP 

グループリソース名 fip1 

1 つ目のグループリソース 

IP アドレス 10.0.0.12 

タイプ ハイブリッドディスクリソース 

グループ リソース名 ｈd1 

クラスタパーティションドライブ文字 F: 

2 つ目のグループリソース 

データパーティションドライブ文字 G: 

タイプ アプリケーションリソース 

グループ リソース名 appli1 

常駐タイプ 常駐 

 

3 つ目のグループリソース 

開始パス 実行ファイルのパス 

タイプ ディスクRW監視 

モニタリソース名 diskw1 

ファイル名 C:¥check.txt *3 

I/Oサイズ 2000000 

ストール異常検出時の動作 意図的なストップエラーの発生

回復対象 cluster 

1 つ目のモニタリソース 

最終動作 意図的なストップエラーの発生

タイプ ハイブリッドディスク監視 

モニタリソース名 hdw1 

ハイブリッドディスクリソース hd1 

回復対象 failover1 

2 つ目のモニタリソース 
(ハイブリッドディスクリソース作成後自

動作成) 

最終動作 何もしない 

タイプ ハイブリッドディスクTUR監視 

モニタリソース名 hdtw1 

3 つ目のモニタリソース 
(ハイブリッドディスクリソース作成後自

動作成) 
ハイブリッドディスクリソース hd1 



設定値を確認する 
 

セクション II CLUSTERPRO X のインストールと設定 
83 

設定対象 設定パラメータ 設定値 

回復対象 failover1 

最終動作 何もしない 

タイプ IP監視 

モニタリソース名 ipw1 

監視 IP アドレス 10.0.0.254 (ゲートウェイ) 

回復対象 ManagementGroup 

4 つ目のモニタリソース 

再活性しきい値 1 

タイプ IP監視 

モニタリソース名 Ipw2 

監視 IP アドレス 10.0.0.254 (ゲートウェイ) 

回復対象 failover1 

5 つ目のモニタリソース 

再活性しきい値 0 

タイプ アプリケーション監視 

モニタリソース名 appliw1 

対象リソース appli1 

回復対象 failover1 

6 つ目のモニタリソース 

再活性しきい値 0 

*1: 共有ディスクが接続されている 1 台目と 2 台目のサーバのみ、ネットワークパーティション

解決方式として ping+共有ディスク方式を使用するため、クラスタ全体で使用する PingI/F1 の

他に、1 台目と 2 台目のサーバのみ使用する PingI/F2 を設定します。 

*2: WebManager に接続するフローティング IP を 用意します。この IP により、障害発生時

も Web ブラウザから動作している方のサーバが実行する WebManager にアクセスできま

す。 

*3: ローカルディスク監視を行う場合、ディスク RW 監視のファイル名にはシステムパーティ

ション上のファイル名を指定します。 
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クラスタ構成情報の作成手順 
クラスタ構成情報を作成するには、基本的に、クラスタの作成、グループの作成、モニタリソー

スの作成の 3 つのステップを踏みます。新規に構成情報を作成する場合は、クラスタ生成

ウィザードを使います。以下に手順の流れを示します。 

注: 作成したクラスタ構成情報は名称変更機能やプロパティ表示機能を使用して後から変更

できます。 

 

１ クラスタの作成 

クラスタを作成します。 

 1-1 クラスタを追加する 

構築するクラスタを追加し、名前を入力します。 

 1-2 サーバ(1 台目)を追加する 

クラスタを構築する 1 台目のサーバを追加します。サーバ名、IP アドレスなどを設定しま

す。 

 1-3 サーバ(2 台目)を追加する 

クラスタを構築する 2 台目のサーバを追加します。サーバ名、IP アドレスなどを設定しま

す。 

 1-4 サーバ(3 台目)を追加する 

クラスタを構築する 3 台目のサーバを追加します。サーバ名、IP アドレスなどを設定しま

す。(ハイブリッドディスク構成のみ) 

 1-5 サーバグループを作成する 

ハイブリッドディスクリソースでミラーリングするそれぞれのディスクに接続しているサーバ

のグループを作成します。(ハイブリッドディスク構成のみ) 

2 フェイルオーバグループの作成 

フェイルオーバを行う際の単位である、フェイルオーバグループを作成します。 

 2-1 管理用グループの追加 

フェイルオーバの単位となる、グループを追加します。 

 2-2 業務用グループの追加 

フェイルオーバの単位となる、グループを追加します。 

 2-3 グループ リソース (フローティング IP アドレス)の追加 

グループを構成するリソースを追加します。 

 2-4  グループ リソース (ディスクリソース/ミラーディスクリソース/ハイブリッドディスクリ

ソース) の追加 

グループを構成するリソースを追加します。 

 2-5 グループ リソース (アプリケーション リソース) の追加 

グループを構成するリソースを追加します。 
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3 モニタリソースの作成 

指定された監視対象を監視する、モニタリソースをクラスタ内に追加します。 

 3-1 モニタリソース (ディスク RW 監視) の追加 

使用するモニタリソースを追加します。 

 3-2 モニタリソース (ディスク TUR 監視) の追加 

使用するモニタリソースを追加します。(共有ディスク構成のみ) 

 3-3 モニタリソース (ManagementGroup 用の IP 監視) の追加 

使用するモニタリソースを追加します。 

 3-4 モニタリソース (フェイルオーバグループ用の IP 監視) の追加 

使用するモニタリソースを追加します。 

 3-5 モニタリソース (アプリケーション監視) の追加 

使用するモニタリソースを追加します。 
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1 クラスタの作成 
まず、クラスタを作成します。作成したクラスタに、クラスタを構成するサーバを追加し、優先度

とハートビートの優先度を決定します。 

 

1-1 クラスタを追加する 

1. Builder の[ファイル] メニューから、 [クラスタ生成ウィザード] をクリックします。[クラスタ

生成ウィザード ] ダイアログ  ボックスが表示されます。 [言語 ] フィールドには、

WebManager を使用するマシンの OS で使用している言語を選択します。 

注: 1 つのクラスタ内では、WebManager で使用できる言語は 1 つのみです。複数の言

語の OS をクラスタ内で使用している場合は、文字化けを避けるために「英語」を指定し

てください。 

2. [名前] ボックスにクラスタ名 (cluster) を入力します。[次へ] をクリックします。 

 [サーバの定義一覧] が表示されます。 
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1-2 サーバ (1 台目) を追加する  

クラスタを構成するサーバの情報を 1 台ずつ設定します。 

1. [サーバの定義一覧] で [追加] をクリックします。 

2. [サーバの定義] ダイアログ ボックスが開きます。1 台目のサーバ情報を入力します。[名
前] ボックスにサーバ名 (server1) を入力し、[次へ] をクリックします。 

注: サーバ名は、実際のサーバのホスト名を指定してください。ドメインサフィックスの付

いたフルコンピュータ名ではなく、hostname コマンドで表示される名前を小文字で入力し

てください。 

3. インタコネクト LAN の設定を行います。[追加] をクリックし、[IP アドレス] ボックスにイン

タコネクト LAN IP アドレス (専用) (10.0.0.1) を入力します。[OK] をクリックします。 

4. 入力した IP アドレスが [インタコネクト LAN I/F 一覧] に表示されます。同様にインタコ

ネクト LAN IP アドレス (バックアップ) (192.168.0.1) を入力し、[次へ] をクリックしま

す。 

5. [パブリック LAN I/F 一覧] が表示されます。[インタコネクト LAN I/F 一覧]でバックアップ

に設定した IP アドレス(192.168.0.1)が表示されていることを確認し、[次へ]をクリックしま

す。 

6. [COM I/F 一覧] が表示されます。RS-232C を使用したハートビートを行う場合は、[追
加] をクリックし、[ポート名] ボックスで [COM1] を選択して [OK] をクリックします。ミ

ラーディスク構成かハイブリッドディスク構成の場合は、何も設定せずに [次へ] をクリッ

クします。 

7. 入力した デバイス名が [COM I/F 一覧] に設定されます。[次へ] をクリックします。 

8. [ディスク I/F 一覧] が表示されます。[追加] をクリックすると、パーティションの選択画面

が表示されます。[接続]をクリックし、共有ディスク上のディスクハートビート用パーティショ

ンとして指定したドライブを選択し、[OK] をクリックします。ミラーディスク構成の場合は、

何も設定せずに [次へ] をクリックします。 

重要: ディスクハートビート用パーティションには、フィルタリング設定された HBA に接続

された共有ディスク上のフォーマットされていないパーティションを指定してください。 

またディスクハートビート用パーティションに指定したパーティションは、ディスクリソースの

パーティションやミラーディスクリソースのクラスタパーティション、データパーティションに

は指定しないでください。共有ディスク上のデータが破壊される可能性があります。 

9. 入力したパーティションが [ディスク I/F 一覧] に設定されます。[次へ] をクリックします。 

10. [Ping I/F 一覧] が表示されます。ハイブリッドディスク構成の場合は[追加] をクリックし、

[IP アドレス一覧]で[追加]をクリックして IP アドレス(192.168.0.254)を入力します。その他

の場合は何も設定せずに、[次へ] をクリックします。 

11. [多数決 I/F 一覧] が表示されます。何も設定せずに、[次へ] をクリックします。 

12. [ミラーコネクト I/F 一覧] が表示されます。ミラーディスク構成かハイブリッドディスク構成

の場合は [追加] をクリックし、IP アドレス(10.0.0.1)を入力します。共有ディスク構成の

場合は、何も設定せずに [次へ] をクリックします。 

13. [クラスタで管理する HBA 一覧]で、共有ディスクに接続している HBA を選択し、 [完了] 
をクリックします。ミラーディスク構成の場合は、何も設定せずに [完了] をクリックします。 
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重要: 共有ディスクの接続（ディスクパス）を二重化している場合は、いずれかの HBA 配

下にのみ共有ディスクが接続されているように見えますが、共有ディスクが物理的に接続

されている全ての HBA のチェックボックスをオンにする必要があります。 

 

 [サーバの定義一覧] に [server1] が表示されます。 

 

 

1-3 サーバ (2 台目) を追加する 

1 台目のサーバの情報に対応するように、2 台目のサーバの情報を入力します。[サーバの定

義一覧] には [server1] のみが表示されています。 

1. [サーバの定義一覧] で [追加] をクリックします。 

2. [サーバの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[名前] ボックスにサーバ名 (server2) 
を入力し、[次へ] をクリックします。 

注: サーバ名は、実際のサーバのホスト名を指定してください。 

3. 2 台目以降のサーバの定義では、マスタサーバの I/F と同じ数の I/F が表示されます。

IP アドレスはデフォルトでは空白です。他のサーバに登録した I/F 番号に対応させて、

IP アドレスを設定します。 

[編集] をクリックし、[IP アドレス] ボックスにインタコネクト LAN IP アドレス (専用) 
(10.0.0.2) を入力します。[OK] をクリックします。 

4. 入力した IP アドレスが [インタコネクト LAN I/F 一覧] に設定されます。 

同様に、[I/F 番号] の [2] を選択して [編集] をクリックし、インタコネクト LAN IP アドレ

ス (バックアップ) (192.168.0.2) を入力します。[次へ] をクリックします。 

5. [パブリック LAN I/F 一覧] が表示されます。[インタコネクト LAN I/F 一覧]でバックアップ

に設定した IP アドレス(192.168.0.2)が表示されていることを確認し、[次へ]をクリックしま

す。 
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6. [COM I/F 一覧] が表示されます。RS-232C を使用したハートビートを行う場合、マスタ

サーバの I/F と同じ数の I/F が表示されます。デフォルトでは、マスタサーバの COM 
ポート名が設定されています。通常は、設定を変更せずに [次へ] をクリックします。ミ

ラーディスク構成かハイブリッドディスク構成の場合は、何も設定せずに [次へ] をクリッ

クします。 

7. [ディスク I/F 一覧] が表示されます。[編集] をクリックすると、パーティションの選択画面

が表示されます。[接続]をクリックし、共有ディスク上のディスクハートビート用パーティショ

ンとして指定したドライブを選択し、[OK] をクリックします。ミラーディスク構成の場合は、

何も設定せずに [次へ] をクリックします。 

重要: ディスクハートビート用パーティションには、フィルタリング設定された HBA に接続

された共有ディスク上のフォーマットされていないパーティションを指定してください。 

またディスクハートビート用にパーティションに指定したパーティションは、ディスクリソース

のパーティションやミラーディスクリソースのクラスタパーティション、データパーティション

には指定しないでください。共有ディスク上のデータが破壊される可能性があります。 

8. 入力したデバイスが [ディスク I/F 一覧] に設定されます。[次へ] をクリックします。 

9. [Ping I/F 一覧] が表示されます。Ping 方式の NP 解決を行う場合、マスタサーバで設定

したのと同じアドレスが設定されていますので、何も設定せずに [次へ] をクリックします。

共有ディスク構成かミラーディスク構成の場合は、何も設定せずに [次へ] をクリックしま

す。 

10. [多数決 I/F 一覧] が表示されます。何も設定せずに、[次へ] をクリックします。 

11. [ミラーコネクト I/F 一覧]が表示されます。 [編集] をクリックし、IP アドレス(10.0.0.2)を入

力します。共有ディスク構成の場合は、何も設定せずに [次へ] をクリックします。 

12. [クラスタで管理する HBA 一覧]で、共有ディスクに接続している HBA を選択し、 [完了] 
をクリックします。ミラーディスク構成の場合は、何も設定せずに [完了] をクリックします。 

[サーバの定義一覧] には [server1] と [server2] が表示されます。 
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1-4 サーバ (3 台目) を追加する 

ハイブリッドディスク構成の場合、3 台目のサーバの情報を入力します。[サーバの定義一覧] 
には [server1] と [server2] が表示されています。 

1. [サーバの定義一覧] で [追加] をクリックします。 

2. [サーバの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[名前] ボックスにサーバ名 (server3) 
を入力し、[次へ] をクリックします。 

注: サーバ名は、実際のサーバのホスト名を指定してください。 

3. 2 台目以降のサーバの定義では、マスタサーバの I/F と同じ数の I/F が表示されます。

IP アドレスはデフォルトでは空白です。他のサーバに登録した I/F 番号に対応させて、

IP アドレスを設定します。 

[編集] をクリックし、[IP アドレス] ボックスにインタコネクト LAN IP アドレス (専用) 
(10.0.0.3) を入力します。[OK] をクリックします。 

4. 入力した IP アドレスが [インタコネクト LAN I/F 一覧] に設定されます。 

同様に、[I/F 番号] の [2] を選択して [編集] をクリックし、インタコネクト LAN IP アドレ

ス (バックアップ) (192.168.0.3) を入力します。[次へ] をクリックします。 

5. [パブリック LAN I/F 一覧] が表示されます。[インタコネクト LAN I/F 一覧]でバックアップ

に設定した IP アドレス(192.168.0.3)が表示されていることを確認し、[次へ]をクリックしま

す。 

6. [COM I/F 一覧] が表示されます。何も設定せずに [次へ] をクリックします。 

7. [ディスク I/F 一覧] が表示されます。何も設定せずに [次へ] をクリックします。 

8. [Ping I/F 一覧] が表示されます。Ping 方式の NP 解決を行う場合、マスタサーバで設定

したのと同じアドレスが設定されていますので、何も設定せずに [次へ] をクリックします。 

9. [多数決 I/F 一覧] が表示されます。何も設定せずに、[次へ] をクリックします。 

10. [ミラーコネクト I/F 一覧]が表示されます。 [編集] をクリックし、IP アドレス(10.0.0.3)を入

力します。 

11. [クラスタで管理する HBA 一覧] が表示されます。何も設定せずに [完了] をクリックしま

す。 

[サーバの定義一覧] には [server1]、[server2]、[server3] が表示されます。 
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1-5 サーバグループを作成する 

ハイブリッドディスク構成の場合、ハイブリッドディスクリソースを作成する前に、ミラーリングす

るそれぞれのディスク毎に、ディスクに接続しているサーバのグループを作成します。 

1. [サーバの定義一覧] で [サーバグループ] をクリックします。 

2. [サーバグループの定義一覧] で [追加] をクリックします。 

3. [サーバグループの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[名前] ボックスにサーバグ

ループ名 (svg1) を入力し、[次へ] をクリックします。 

4. [利用可能なサーバ] の [server1] をクリックし、[追加] をクリックします。[server1] が 
[起動可能なサーバ] に追加されます。 
同様に、[server2] を追加します。 

5. [完了] ボタンをクリックします。[サーバグループの定義一覧] に [svg1] が表示されま

す。 

6. [追加]をクリックして[サーバグループの定義] ダイアログ ボックスを開き、[名前] ボックス

にサーバグループ名 (svg2) を入力して [次へ] をクリックします。 

7. [利用可能なサーバ] の [server3] をクリックし、[追加] をクリックします。[server3] が 
[起動可能なサーバ] に追加されます。 
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8. [完了] ボタンをクリックします。[サーバグループの定義一覧] に [svg1] と [svg2] が表

示されます。  

  

9. [閉じる] ボタンをクリックします。 
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2 フェイルオーバグループの追加 
クラスタに、フェイルオーバグループ(以下「グループ」と省略する場合あり)を追加します。業務

用のアプリケーションを実行するフェイルオーバグループを追加します。 

 

2-1 管理用グループを追加する 

このグループには、クラスタを構成する複数のサーバに、共通の IP アドレスを 1 つ指定しま

す。これは、WebManager へアクセスする際に管理用 PC が使用する IP アドレスです。これ

により、管理用クライアントからは、常にアクティブなサーバにアクセスすることができます。 

1. [サーバの定義一覧]で、[次へ]をクリックします。 

2. [グループの定義一覧] で [管理用グループの追加] をクリックします。[グループの定義

一覧] に [ManagementGroup] が追加されます。 

3. [ManagementGroup] を選択した状態で [グループリソース] をクリックします。[グループ

リソースの定義一覧] が表示されます。[追加] をクリックします。 

4. [リソースの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[タイプ] ボックスでグループ リソース

のタイプ (フローティング IP リソース) を選択します。[名前] ボックスにはデフォルトの名

前(ManagementIP) が入力されています。[次へ] をクリックします。 

5. [IP アドレス] ボックスにフローティング IP アドレス (192.168.0.11) を入力し [次へ] を

クリックします。 

6. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常時の復旧動作] が表示されます。[次へ] を

クリックします。 

7. 依存関係設定のページが表示されます。何も指定せず [完了] をクリックします。 

8. [グループリソース定義の一覧] が表示されます。ManagementIP が登録されていること

を確認し、[閉じる]をクリックします。 

[グループの定義一覧] に管理用グループが追加されました。 

 

2-1 業務用グループを追加する 

障害発生時にフェイルオーバを行う単位となる、グループの設定を行います。 

1. [グループの定義一覧] で [追加] をクリックします。[グループの定義] ダイアログ ボック

スが開きます。[名前] ボックスにグループ名 (failover1) を入力し、[次へ] をクリックしま

す。 

2. [利用可能なサーバ] の [server1] をクリックし、[追加] をクリックします。[server1] が 
[起動可能なサーバ] に追加されます。 
同様に、[server2] を追加します。ハイブリッドディスク構成の場合は [server3] も追加し

ます。 

3. [起動可能なサーバ ] が、 [server1]、 [server2] （ハイブリッドディスク構成の場合は

[server1]、[server2]、[server3]）の順に設定されたことを確認します。設定されていない

場合、[上へ]、[下へ] ボタンをクリックして設定します。 



第 5 章 クラスタ構成情報を作成する 
 

CLUSTERPRO X 2.1 for Windows インストール & 設定ガイド 
94 

4. [完了] をクリックします。[グループの定義一覧] にフェイルオーバ グループが追加され

ました。 

  

5. ハイブリッドディスク構成の場合、[グループの定義一覧] で[failover1] を選択した状態で

[プロパティ] をクリックし、[グループのプロパティ] の [サーバグループ] タブを開いて、

[利用可能なサーバグループ] の [svg1] をクリックして[追加] をクリックします。[svg1] 
が [使用するサーバグループ] に追加されます。 
同様に、[svg2] を追加し、[OK] ボタンをクリックします。 
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2-2 グループ リソース (フローティング IP アドレス) を追加する 

ステップ 2-1 で作成したフェイルオーバ グループに、グループの構成要素であるグループリ

ソースを追加します。 

1.  [グループの定義一覧] で、[failover1] を選択した状態で[グループリソース] をクリックし

ます。 

2. [グループリソースの定義一覧] が表示されます。[追加] をクリックします。 

3. [リソースの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[タイプ] ボックスでグループ リソース

のタイプ (フローティング IP リソース) を選択し、[名前] ボックスにグループリソース名 
(fip1) を入力します。[次へ] をクリックします。 

4. [IP アドレス] ボックスに IP アドレス (192.168.0.12) を入力し [次へ] をクリックしま

す。 

5. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常時の復旧動作] が表示されます。[次へ] を

クリックします。 

6. 依存関係設定のページが表示されます。何も指定せず [完了] をクリックします。 

 

2-3 グループ リソース (ディスク リソース/ミラーディスクリソース/ハイ

ブリッドディスクリソース) を追加する 

共有ディスクの場合 

共有ディスクをグループリソースとして追加します。 

1. [グループリソースの定義一覧] で、[追加] をクリックします。 

2. [リソースの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[タイプ] ボックスでグループ リソース

のタイプ (ディスク リソース) を選択し、[名前] ボックスにリソース名 (sd1) を入力します。

[次へ] をクリックします。 

3. [起動可能サーバ]で、server1 を選択し[追加]をクリックします。 

4. [パーティションの選択] ダイアログ ボックスが表示されます。パーティション(F:)を選択し、

[OK] をクリックします。 

重要: ディスクリソースで指定するパーティションには、フィルタリング設定された HBA に

接続された共有ディスク上のパーティションを指定してください。 

またディスクリソースで指定したパーティションは、ディスクハートビート用パーティションや

ミラーディスクリソースのクラスタパーティション、データパーティションには指定しないでく

ださい。共有ディスク上のデータが破壊される可能性があります。 

5. 同様に、server2 を起動可能サーバに追加し、[次へ]をクリックします。 

6. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常時の復旧動作] が表示されます。 
[次へ] をクリックします。 

7. 依存関係設定のページが表示されます。何も指定せず [完了] をクリックします。 

[グループリソースの定義] にディスクリソースが追加されました。 

ミラーディスクの場合 

ミラーディスクをグループリソースとして追加します。 

1. [グループリソースの定義一覧] で、[追加] をクリックします。 
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2. [リソースの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[タイプ] ボックスでグループ リソース

のタイプ (ミラーディスク リソース) を選択し、[名前] ボックスにリソース名 (md1) を入

力します。[次へ] をクリックします。 

3. [起動可能サーバ]で、server1 を選択し[追加]をクリックします。 

4. [パーティションの選択] ダイアログ ボックスが表示されます。[接続]をクリックし、データ

パーティション(F:)と、クラスタパーティション(E:)を選択し、[OK] をクリックします。 

重要: データパーティション、クラスタパーティションに指定するパーティションはそれぞれ

別々のパーティションを指定してください。同一のパーティションを指定した場合、データが

破壊される可能性があります。 

また、ミラーディスクリソースのデータパーティション、クラスタパーティションには共有ディ

スク上のパーティションを指定しないでください。 

5. 同様に、server2 を起動可能サーバに追加し、[次へ]をクリックします。 

6. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常時の復旧動作] が表示されます。 
[次へ] をクリックします。 

7. 依存関係設定のページが表示されます。何も指定せず [完了] をクリックします。 

[グループリソースの定義] にミラーディスクリソースが追加されました。 

ハイブリッドディスクの場合 

ハイブリッドディスクをグループリソースとして追加します。 

1. [グループリソースの定義一覧] で、[追加] をクリックします。 

2. [リソースの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[データパーティションのドライブ文字] 
ボックスにミラーリングするデータパーティションのドライブ文字(G:) を入力し、[クラスタ

パーティションのドライブ文字] ボックスにクラスタパーティションのドライブ文字(F:)を入力

します。 

重要: データパーティション、クラスタパーティションに指定するパーティションはそれぞれ

別々のパーティションを指定してください。同一のパーティションを指定した場合、データが

破壊される可能性があります。 

3. [情報取得] をクリックします。各サーバのデータパーティションとクラスタパーティションの

GUID 情報が取得･表示されます。 
[次へ] をクリックします。 

4. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常時の復旧動作] が表示されます。 
[次へ] をクリックします。 

5. 依存関係設定のページが表示されます。何も指定せず [完了] をクリックします。 

[グループリソースの定義] にハイブリッドディスクリソースが追加されました。 

 

2-4 グループ リソース (アプリケーション リソース) を追加する  

アプリケーションの起動/終了を行う、アプリケーションリソースを追加します。 

1. [グループリソースの定義一覧] で、[追加] をクリックします。 

2. [リソースの定義] ダイアログ ボックスが開きます。[タイプ] ボックスでグループ リソース

のタイプ (アプリケーション リソース) を選択し、[名前] ボックスにグループ名 (appli1) 
を入力します。[次へ] をクリックします。 
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3. [常駐タイプ] で [常駐] を選択します。また、[開始パス]に、実行ファイルのパスを指定し

ます。[次へ] をクリックします。 

注: [開始パス]、および[終了パス]には実行可能ファイル名の絶対パス、あるいは環

境変数で設定されたパスの通った実行可能ファイル名を設定します。相対パスは指

定しないでください。相対パスを指定した場合、アプリケーションリソースの起動

に失敗する可能性があります。 

4. [活性異常検出時の復旧動作]、[非活性異常時の復旧動作] が表示されます。[次へ] を

クリックします。 

5. 依存関係設定のページが表示されます。何も指定せず [完了] をクリックします。 

[グループリソースの定義一覧] にアプリケーション リソースが追加されました。 

  

6. [閉じる] をクリックします。 
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3 モニタリソースの追加 
指定した対象を監視するモニタリソースをクラスタに追加します。 

 

3-1 モニタリソース (ディスク RW 監視リソース) を追加する 

ローカルディスクを監視するためにディスク RW 監視リソースを追加します。 

1. [グループの定義一覧] で、[次へ] をクリックします。 

2. [モニタリソースの定義一覧] が表示されます。[追加] をクリックします。[タイプ] ボックス

でモニタリソースのタイプ (ディスク RW 監視) を選択し、[名前] ボックスにモニタリソー

ス名 (diskw1) を入力します。[次へ] をクリックします。 

3. ファイル名(C:¥check.txt)、I/O サイズ(2000000)、ストール異常検出時動作(意図的なス

トップエラーの発生)を設定します。[次へ] をクリックします。ファイル名は OS がインストー

ルされているパーティションのファイルを指定して下さい。 

4. 監視設定を入力します。監視タイミングを常時に設定して、[次へ] をクリックします。 

5. 回復対象を設定します。[参照] をクリックします。 

6. 表示されるツリー ビューで [cluster] をクリックし、[OK] をクリックします。[回復対象] に 
[cluster] が設定されます。 

7. [最終動作] ボックスで [意図的なストップエラーの発生] を選択し、[完了] をクリックしま

す。 

[モニタリソースの定義一覧] にディスク RW 監視リソース (diskw1) が追加されました。 

注: ディスク RW 監視リソースの監視対象に、ローカルディスクのファイルを指定すること

で、ローカルディスク監視として監視を行うことができます。その際、[最終動作]は、[意図

的な STOP エラーの発生]を選択してください。 

 
 

3-2 モニタリソース (ディスク TUR 監視リソース) を追加する 

共有ディスク構成の場合、ディスクリソースを監視するためにディスク TUR 監視リソースを追

加します。 

1. [モニタリソースの定義一覧] が表示されます。[追加] をクリックします。 [タイプ] ボックス

でモニタリソースのタイプ (ディスク TUR 監視) を選択し、[名前] ボックスにモニタリソー

ス名 (sdw1) を入力します。[次へ] をクリックします。 

2. ディスクリソースを設定します。[参照] をクリックします。 

3. 表示されるツリー ビューで [sd1] を選択し、[OK] をクリックします。[ディスクリソース] に 
[sd1] が設定されたことを確認し、[次へ]をクリックします。 

4. 監視設定を入力します。ここではデフォルト値のまま変更せず、[次へ] をクリックします。 

5. 回復対象を設定します。[参照] をクリックします。 

6. 表示されるツリー ビューで [failover1] をクリックし、[OK] をクリックします。[回復対象] 
に [failover1] が設定されたことを確認し、[完了]をクリックします。 

 [モニタリソースの定義一覧] にディスク TUR 監視リソース (sdw1) が追加されました。 
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3-3 モニタリソース (ManagementGroup 用の IP 監視リソース) を

追加する 

 

IP を監視するモニタリソースを追加します。IP 監視は、フェイルオーバグループごとに作成す

る必要があります。この例では、ManagementGroup 用グループとフェイルオーバグループ用

グループの 2 つのグループがあるため、それぞれに 1 つ IP 監視を作成します。 

1. [モニタリソースの定義一覧] で [追加] をクリックします。[タイプ] ボックスでモニタリソー

スのタイプ (IP 監視) を選択し、[名前] ボックスにモニタリソース名 (ipw1) を入力しま

す。[次へ] をクリックします。 

2. [IP アドレス一覧] が表示されます。[追加] をクリックします。 
[IP アドレス] ボックスに監視 IP アドレス (192.168.0.254) を入力し [OK] をクリックし

ます。 

注: IP 監視リソースの監視対象には、パブリック LAN 上で、常時稼動が前提とされてい

る機器 (例えば、ゲートウェイ) の IP アドレスを指定します。 

3. 入力した IP アドレスが [IP アドレス一覧] に設定されます。[次へ] をクリックします。 

4. 監視設定を入力します。ここではデフォルト値のまま変更せず、[次へ] をクリックします。 

5. 回復対象を設定します。[参照] をクリックします。 

6. 表示されるツリー ビューで [ManagementGroup] を選択し、[OK] をクリックします。[回
復対象] に [ManagementGroup] が設定されます。 

7. [再活性化しきい値] ボックスに [1] を設定し、[完了] をクリックします。 

[モニタリソースの定義一覧] に IP 監視リソース (ipw1) が追加されました。 

 

3-4 モニタリソース (フェイルオーバグループ用の IP 監視リソース) を

追加する 

 

1. [モニタリソースの定義一覧] で [追加] をクリックします。[タイプ] ボックスでモニタリソー

スのタイプ (IP 監視) を選択し、[名前] ボックスにモニタリソース名 (ipw2) を入力しま

す。[次へ] をクリックします。 

2. [IP アドレス一覧] が表示されます。[追加] をクリックします。 
[IP アドレス] ボックスに監視 IP アドレス (192.168.0.254) を入力し [OK] をクリックし

ます。 

注: IP 監視リソースの監視対象には、パブリック LAN 上で、常時稼動が前提とされてい

る機器 (例えば、ゲートウェイ) の IP アドレスを指定します。 

3. 入力した IP アドレスが [IP アドレス一覧] に設定されます。[次へ] をクリックします。 

4. 監視設定を入力します。ここではデフォルト値のまま変更せず、[次へ] をクリックします。 

5. 回復対象を設定します。[参照] をクリックします。 

6. 表示されるツリー ビューで [failover1] をクリックし、[OK] をクリックします。[回復対象] 
に [failover1] が設定されます。 

7. [再活性化しきい値] ボックスに [0] を設定し、[完了] をクリックします。 
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[モニタリソースの定義一覧] に IP 監視リソース (ipw2) が追加されました。 

 

3-5 モニタリソース (アプリケーション監視リソース) を追加する 

 

1. [モニタリソースの定義一覧] で [追加] をクリックします。[タイプ] ボックスでモニタリソー

スのタイプ  (アプリケーション監視) を選択し、 [名前 ] ボックスにモニタリソース名 
(appliw1) を入力します。[次へ] をクリックします。 

2. 監視設定を入力します。[参照] をクリックします。 

3. 表示されるツリー ビューで [appli1] をクリックし、[OK] をクリックします。[対象リソース] 
に [appli1] が設定されます。[次へ] をクリックします。 

4. 回復対象を設定します。[参照] をクリックします。 

5. 表示されるツリー ビューで [failover1] をクリックし、[OK] をクリックします。[回復対象] 
に [failover1] が設定されます。 

6. [再活性化しきい値] ボックスに [0] を設定し、[完了] をクリックします。 

[モニタリソースの定義一覧] に アプリケーション監視リソース (appliw1) が追加されまし

た。[完了] をクリックします。 

テーブルビューは以下のようになります。 

 

共有ディスク構成/ミラーディスク構成の場合 
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ハイブリッドディスク構成の場合 

  

 

以上でクラスタ構成情報の作成は終了です。次の「クラスタ構成情報を保存する」へ進んでくだ

さい。 
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クラスタ構成情報を保存する 
作成したクラスタ構成情報は、使用中の PC のディレクトリ上または外部メディアに保存するこ

とができます。 

 

クラスタ構成情報を保存するには 

クラスタ構成情報を保存するには、以下の手順に従ってください。 

1. Builder の [ファイル] メニューから [情報ファイルの保存] を選択します。 

2. 以下のダイアログ ボックスで保存先を選択し、[保存] をクリックします。 

 

注: 保存されるのはファイル 2 点 (clp.conf、clp.conf.rep) とディレクトリ 1 点 (scripts) で

す。これらのファイルとディレクトリがすべて揃っていない場合はクラスタ生成の実行が不成功

に終わりますので、移動する場合はかならずこの 3 点をセットとして取り扱ってください。なお、

新規作成した構成情報を変更した場合は、上記 3 点に加えて clp.conf.bak が作成されま

す。 

 

3. ディレクトリ内を参照し、ファイル 2 点 (clp.conf、clp.conf.rep) とディレクトリ 1 点 
(scripts) が保存先のディレクトリ直下に作成されていることを確認します。 

 

注: CLUSTERPRO インストール時に[通信ポート番号設定]画面で既定値と異なるポート番号

を指定した場合、クラスタ構成情報を保存する前に[クラスタプロパティ]-[ポート番号]タブで

[WebManager HTTP ポート番号]と[ディスクエージェントポート番号]をインストール時と同じに

値に設定してください。 
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クラスタを生成する 
Builder でクラスタ構成情報を作成したら、クラスタを構成するサーバに構成情報を反映させク

ラスタシステムを生成します。 

 

クラスタを生成するには 

Builder でクラスタ構成情報の作成が終了したら、以下の手順でクラスタを生成します。 

1. Builder の[ファイル] メニューから、[情報ファイルのアップロード] をクリックします。 
アップロードに成功すると、「アップロードは成功しました。マネージャの再起動を実行し、

クラスタ開始を実行してください。」のメッセージが表示されます。 
アップロードに失敗した場合は、表示されるメッセージに従って操作を行ってください。 

2. Builder を終了します。 

3. WebManager の [サービス] から [マネージャ再起動] を選択し、確認画面で[OK]をク

リックします。 

4. WebManager の [サービス] から [クラスタ開始] を選択し、確認画面で[OK]をクリック

します。 

クラスタが開始され、クラスタの状態が WebManager に表示されます。 

 

注: CLUSTERPRO インストール時に[通信ポート番号設定]画面で既定値と異なるポート番号

を指定した場合、クラスタを生成する前に[クラスタプロパティ]-[ポート番号]タブで

[WebManager HTTP ポート番号]と[ディスクエージェントポート番号]をインストール時と同じに

値に設定してください。 
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第 6 章 クラスタシステムを確認する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、作成したクラスタシステムが正常に起動するかどうかを確認します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 
• WebManager による状態確認·································································································· 106 
• コマンドによるクラスタの状態確認 ······························································································ 107 
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WebManager による状態確認 
設定後のクラスタシステムの確認には、WebManager を使用して行う方法と、コマンドライン

を使用して行う方法があります。本トピックでは、WebManager を使用してクラスタシステムの

確認を行う方法について説明します。WebManager は、CLUSTERPRO Server のインス

トール時点ですでにインストールされています。新たにインストールを行う必要はありません。

ここでは、まず WebManager の概要を説明し、その後、WebManager にアクセスし、クラス

タの状態を確認する方法について説明します。 

関連情報: WebManager の動作環境については、『スタートアップ ガイド』を参照してくださ

い。 

 

クラスタを生成し、WebManager に接続後、以下の手順で動作を確認します。 

関連情報: WebManager の操作方法については『リファレンス ガイド』の「第 1 章 
WebManager の機能」を参照してください。また、状態確認で異常がある場合は『リファレンス 
ガイド』の「第 11 章 トラブルシューティング」を参照して障害を取り除いてください。 

1. ハートビート リソース 

WebManager 上で各サーバのステータスが 起動済であることを確認します。 
また、各サーバのハートビート リソースのステータスが 正常であることを確認します。 
WebManager のアラートビューに警告や異常が記録されていないことも確認します。 

2. モニタ リソース 

WebManager 上で各モニタ リソースのステータスが正常であることを確認します。 

3. グループ起動 

グループを起動します。 
WebManager 上でグループのステータスが起動済であることを確認します。 
また、グループに含まれる各グループリソースのステータスが起動済であることを確認し

ます。 
WebManager のアラートビューに警告や異常が記録されていないことも確認します。 

4. ディスク リソース/ミラーディスクリソース/ハイブリッドディスクリソース 

ディスクリソース/ミラーディスクリソース/ハイブリッドディスクリソースが起動しているサー

バで、このリソースの切替パーティション/データパーティションにアクセスできることを確認

します。また、このリソースが起動していないサーバでは、このリソースの切替パーティ

ション/データパーティションにアクセスできないことを確認します。 

5. フローティング IP リソース 

フローティング IP リソースが起動している状態で、フローティング IP アドレスに対して 
ping コマンドが成功することを確認します。 

6. アプリケーション リソース 

アプリケーション リソースが起動しているサーバで、アプリケーションが動作していること

を確認します。 

7. サービス リソース 

サービス リソースが起動しているサーバで、サービスが動作していることを確認します。 

8. グループ停止 
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グループを停止します。 
WebManager 上でグループのステータスが 停止済であることを確認します。また、グ

ループに含まれる各グループリソースのステータスが停止済であることを確認します。 
WebManager のアラートビューに警告や異常が記録されていないことも確認します。 

9. グループ起動 

グループを起動します。 
WebManager 上でグループのステータスが起動済であることを確認します。 

10. グループ移動 

グループを他のサーバに移動します。 
WebManager 上で、グループのステータスが移動先サーバで起動済になっていることを

確認します。 
また、各グループリソースが正常に起動していることを確認します。 
WebManager のアラートビューに警告や異常が記録されていないことも確認します。 

フェイルオーバ ポリシーに含まれる全サーバに対してグループを移動して、同様の確認

を行います。 

11. フェイルオーバ 

グループが起動しているサーバをシャットダウンします。 
ハートビート タイムアウト経過後、グループがフェイルオーバされることを確認します。ま

た、WebManager 上で、フェイルオーバ先のサーバでグループのステータスが起動済に

なることも確認します。 

12. フェイルバック (設定している場合) 

自動フェイルバックを設定している場合は、フェイルオーバの確認でシャットダウンした

サーバを起動し、クラスタに復帰させ、グループがフェイルバックすることを確認します。ま

た、WebManager 上で、フェイルバック先のサーバでグループのステータスが起動済に

なることも確認します。 

注: ミラーディスクリソース/ハイブリッドディスクリソースを含むグループの場合、ミラー復

帰が必要なため、自動フェイルバックに設定できません。 

13. 通報オプション (設定している場合) 

通報オプションを設定している場合は、フェイルオーバの確認で 通報メールが送信され

ることを確認します。 

14. クラスタ シャットダウン 

クラスタをシャットダウンします。クラスタ内の全サーバが正常にシャットダウンされること

を確認します。 
また、全サーバを再起動して、正常に起動することを確認します。 
その間、WebManager のアラートビューに警告や異常が記録されていないことも確認しま

す。 

 
 

コマンドによるクラスタの状態確認 
クラスタを生成後、コマンドラインを使用してクラスタを構成するサーバ上からクラスタの状態を

確認するには、以下の手順で状態を確認します。 
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関連情報: コマンドの操作方法については『リファレンス ガイド』の「第 4 章 CLUSTERPRO
コマンド リファレンス」を参照してください。また、状態確認で異常がある場合は『リファレンス 
ガイド』の「第 11 章 トラブルシューティング」を参照して障害を取り除いてください。 

1. ハートビート リソース 

clpstat コマンドを使用して、各サーバのステータスが起動済であることを確認します。 
各サーバのハートビート リソースのステータスが正常であることを確認します。 

2. モニタ リソース 

clpstat コマンドを使用して、各モニタ リソースのステータスが正常であることを確認しま

す。 

3. グループ起動 

clpgrp コマンドを使用して、グループを起動します。 
clpstat コマンドを使用して、グループのステータスが起動済であることを確認します。 

4. ディスク リソース/ミラーディスクリソース/ハイブリッドディスクリソース 

ディスク リソース/ミラーディスクリソース/ハイブリッドディスクリソースが起動しているサー

バで、このリソースの切替パーティション/データパーティションにアクセスできることを確認

します。また、このリソースが起動していないサーバでは、このリソースの切替パーティ

ション/データパーティションにアクセスできないことを確認します。 

5. フローティング IP リソース 

フローティング IP リソースが起動している状態で、フローティング IP アドレスに対して 
ping コマンドが成功することを確認します。 

6. アプリケーション リソース 

アプリケーション リソースが起動しているサーバで、アプリケーションが動作していること

を確認します。 

7. サービス リソース 

サービス リソースが起動しているサーバで、サービスが動作していることを確認します。 

8. グループ停止 

clpgrp コマンドを使用して、グループを停止します。 
clpstat コマンドを使用して、グループのステータスが停止済であることを確認します。 

9. グループ起動 

clpgrp コマンドを使用して、グループを起動します。 
clpstat コマンドを使用して、グループのステータスが起動済であることを確認します。 

10. グループ移動 

clpgrp コマンドを使用して、グループを他のサーバに移動します。 
clpstat コマンドを使用して、グループのステータスが起動済であることを確認します。 
フェイルオーバ ポリシーに含まれる全サーバに対してグループを移動してステータスが

ONLINE になることを確認します。 

11. フェイルオーバ 

グループが起動しているサーバをシャットダウンします。 
ハートビート タイムアウト経過後、clpstat コマンドを使用して、グループがフェイルオー

バされることを確認します。また、clpstat コマンドを使用して、フェイルオーバ先のサーバ

でグループのステータスが起動済になることも確認します。 
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12. フェイルバック(設定している場合) 

自動フェイルバックを設定している場合は、11フェイルオーバの確認でシャットダウンした

サーバを起動します。サーバ起動後、clpstat コマンドを使用して、グループがフェイル

バックすることを確認します。また、clpstat コマンドを使用して、フェイルバック先のサー

バでグループのステータスが起動済になることも確認します。 

13. 通報オプション (設定している場合) 

通報オプションを設定している場合は、フェイルオーバの確認で Mail が送信されること

を確認します。 

14. クラスタ シャットダウン 

clpstdn コマンドを使用して、クラスタをシャットダウンします。クラスタ内の全サーバが正

常にシャットダウンされることを確認します。 
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セセククシショョンン  IIIIII  運運用用開開始始前前ののククララススタタシシスステテ

ムムのの評評価価  
 
 
 
 
 
 
このセクションでは、CLUSTERPRO の運用を開始する前に必須の評価作業を行います。構築したシステ

ムの動作チェックを行った後、運用開始前に必要な事項について確認します。最後に、アンインストールおよ

び再インストールの手順について説明します。 

 
• 第 7 章 動作チェックを行う 
• 第 8 章 運用開始前の準備を行う 
• 第 9 章 CLUSTERPRO をアンインストール/再インストールする 
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第 7 章 動作チェックを行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、擬似障害を発生させてクラスタシステムの動作チェックを行います。またパラメータの調整を行い

ます。 

本章で説明する項目は以下の通りです。 

• 動作確認テストを行う ················································································································· 114 
• バックアップ / リストア手順を確認する······················································································· 118 
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動作確認テストを行う 
共有ディスクの擬似障害評価や、バックアップ リストアを実施して、モニタリソースの異常検出

が正常に動作することと、予期せぬ異常が発生しないことを確認します。 

モニタリソースの不正な異常検出や、サーバや OS の停止等が発生する場合には、タイムアウ

ト値等の調整が必要です。 

1. 共有ディスクの擬似障害 
(共有ディスクが RAID 化されていて擬似障害評価が可能な場合) 

共有ディスクの RAID の障害、交換、復旧を想定したテストを行ってください。 

• 共有ディスクの擬似障害を発生させる 

• RAID を縮退状態から正常状態へ復帰する 

共有ディスクによっては縮退運転への切り替え、RAID の再構築時に一時的に I/O の

停止、遅延が発生する場合があります。 

ディスクRW監視リソース、ディスクTUR監視リソースなどにタイムアウトや遅延警告が発

生した場合には各モニタリソースのタイムアウト値を調整してください。 

2. 共有ディスクへのパスの擬似障害 
(共有ディスクへのパスが二重化されていて擬似障害評価が可能な場合) 

パスの障害、切替を想定したテストを行ってください。 

• プライマリ パスの擬似障害を発生させる 

パス切り替えソフトウェア (ドライバ) によっては正常なパスが切り替わるまでに時間がか

かり OS (ソフト) 側へ制御を戻さない場合があります。 

ディスクRW監視リソース、ディスクTUR監視リソースなどにタイムアウトや遅延警告が発

生した場合には各モニタリソースのタイムアウト値を調整してください。 

3. バックアップ / リストア 

定期バックアップなどを行う場合には、実際にバックアップを試行してください。 

バックアップ ソフトやアーカイブ コマンドの中には CPU 負荷やディスクの I/O 負荷が

高いものがあります。 

ハートビートや各種モニタリソースの遅延警告/タイムアウトが発生した場合には、ハート

ビート タイムアウト値や各モニタリソースのタイムアウト値を調整してください。 
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以下に、デバイス別の擬似障害と、発生する現象ついて記載します。なお、擬似障害によ

り発生する現象は、システム構成やリソースの設定により異なります。以下の表では一般

的な設定・構成における動作例を記載しています。 

装置 擬似障害 発生する現象 

現用系サーバに接続されて

いるディスクケーブルを抜く

（ディスクケーブルを二重化

している場合は二本とも抜

く） 

共有ディスクを監視している場合、異常を検出して待

機系へフェイルオーバする（ディスクを監視していない

場合は業務停止）。 
フェイルオーバ時に、ディスクリソースの非活性化に失

敗することがある。 

待機系サーバに接続されて

いるディスクケーブルを抜く

（二重化している場合は二

本とも抜く） 

ディスクTUR監視リソースで待機系のディスクパスを監

視している場合、異常を検出する。 
業務は現用系でそのまま継続動作する。 

ディスクパスを二重化してい

る場合、プライマリパスの

ケーブルを抜く（FC-HUBを

使用している場合は、

FC-HUBの電源OFFも試

す) 

パス切替ソフトウェアによるディスクパスの切替が行わ

れる。 
CLUSTERPRPOでは異常は検出されず、業務もその

まま継続動作する。 

上記の片パス状態でグ

ループ移動やクラスタシャッ

トダウンによる再起動を行う

ディスクパスが正常な場合と同様に動作する。 

ディスク装置のRAIDを縮

退・復旧させる 
CLUSTERPRPOでは異常は検出されず、業務もその

まま継続動作する。 

有ディスク装置 
SCSI/FCパス 

ディスク装置のコントローラ

が二重化されている場合、

片側を停止する 

パスを二重化している場合はパス切替ソフトウェアによ

るディスクパスの切替が行われる。CLUSTERPRPO
では異常は検出されず、業務もそのまま継続動作す

る。 
パスを二重化せず、各サーバをディスクに直結してい

る場合は、停止したコントローラに接続されていたサー

バでディスクTUR監視リソースが異常を検出し、待機

系へフェイルオーバする（待機系側のコントローラを停

止した場合はそのまま業務継続）。 

インタコネクトLAN 
インタコネクト専用LANの

ケーブルを抜く 

インタコネクト側のLANハートビートリソースが

OFFLINEになり、WebManagerのアラートビューに警

告が表示される。 
サーバ間通信はパブリックLAN(バックアップのインタコ

ネクトLAN)を使用して継続 
 =業務は継続 

パブリックＬＡＮ 
パブリックLANのケーブルを

抜く、またはHUBの電源
OFF 

業務クライアントとの通信途絶。業務アプリケーション

によってはアプリケーションストール／エラーが発生す

る。 
パブリック側のLANハートビートリソースが非活性にな

り、WebManagerのアラートビューに警告が表示され

る。 
IP監視リソースやNIC Link Up/Down監視リソースを

使用している場合、異常を検出する。現用系のケーブ

ルを抜いた場合はフェイルオーバが発生する（HUBの

電源を切った場合は設定された最大回数までフェイル

オーバが繰り返される）。 
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装置 擬似障害 発生する現象 

遠隔クラスタ構成など、サーバ間の通信路がパブリッ

クLANのみの場合、ping方式のネットワークパーティ

ション解決により、LANケーブルを抜いた方のサーバ

が緊急シャットダウンされる。 

サーバ側UPS 
現用系のUPSの電源ケーブ

ルをコンセントから抜く 
現用系サーバがシャットダウン 
 =待機系へフェイルオーバ 

共有ディスク側UPS 

共有ディスクの電源を二重

化している場合、片側の

UPSの電源ケーブルをコン

セントから抜く 

CLUSTERPRPOでは異常は検出されず、業務もその

まま継続動作する。 
UPSが片サーバの電源も供給している場合は、サー

バのシャットダウンも発生する（現用系の場合は待機

系へフェイルオーバ）。 

UPS用LAN LANケーブルを抜く 
UPSが制御不能となるが、CLUSTERPRPOでは異常

は検出されず、業務もそのまま継続動作する。 

COM 
COMネットワークパーティ

ション解決のRS-232Cケー

ブルを抜く 

WebManagerのアラートビューに警告が表示される。 
業務はそのまま継続動作する。 

OS障害 
現用系でシャットダウンコマ

ンドを実行 
現用系サーバがシャットダウン 
 =待機系へフェイルオーバ 

WebManagerのアラートビューに警告が表示される(ミ
ラーリング停止) 
業務は現用系で継続動作するが、待機系への切り替

えができない 
ミラーコネクト 

ミラーコネクトとして利用して

いるLANケーブルのみ抜く

ミラーディスク監視リソース、ミラーコネクト監視リソー

スまたはハイブリッドディスク監視リソースで異常検出 
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リソース 擬似障害 発生する現象 

ディスクリソース 
ディスクパスを抜いた状態

のサーバで、ディスクリソー

スを起動する。 

ディスクリソースが活性しない 
待機系へフェイルオーバ 

アプリケーションリソー

ス 

アプリケーションリソースの

開始パスに設定されている

ファイル/フォルダ名を一時

的に書き換えた状態のサー

バでアプリケーションリソー

スを起動する。 

アプリケーションリソースが活性しない 
待機系へフェイルオーバ 

アプリケーション監視リ

ソース 

監視対象のプロセスをタス

クマネージャ等により停止す

る。 

異常を検出し、アプリケーションを再起動、または待機

系にフェイルオーバ 

サービスリソース 

サービスの実行ファイルの

パス/ファイル名を一時的に

書き換えた状態のサーバで

サービスリソースを起動す

る。 

サービスリソースが活性しない 
待機系へフェイルオーバ 

サービス監視リソース 
監視対象のサービスを停止

する。 
異常を検出し、サービスを再起動、または待機系にフェ

イルオーバ 

フローティングIPリソー

ス 

フローティングIPリソースに

設定されているIPアドレスと

同じIPアドレスを同一セグメ

ント内のマシンに設定し、フ

ローティングIPリソースを起

動する。 

フローティングIPリソースが活性しない 
待機系へフェイルオーバ 
（フェイルオーバ先でも活性失敗し、設定された最大

回数までフェイルオーバが繰り返される） 

 

関連情報： 各パラメータの変更方法は『リファレンスガイド』を参照してください。 



第 7 章 動作チェックを行う 
 

CLUSTERPRO X 2.1 for Windows インストール & 設定ガイド 
118 

 

バックアップ / リストア手順を確認する 
データのバックアップ/リストアは、以下のようなイメージで行います。バックアップ方法の詳細

は「リファレンスガイド」の「第 11 章 保守情報」、およびバックアップソフトのマニュアルを参照

してください。 

 

現用系サーバ 待機系サーバ

ＮＥＣ
Express5800/130Dp
ro

ＮＥＣ
Express5800/130Dp
ro

共有ﾃﾞｨｽｸの

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

待機系ｻｰﾊﾞ

ﾛｰｶﾙﾃﾞｨｽｸの

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

現用系ｻｰﾊﾞ

ﾛｰｶﾙﾃﾞｨｽｸの

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

共有ﾃﾞｨｽｸ

ﾛｰｶﾙﾃﾞｨｽｸﾛｰｶﾙﾃﾞｨｽｸ

現用系サーバ 待機系サーバ

ＮＥＣ
Express5800/130Dp
ro

ＮＥＣ
Express5800/130Dp
ro

共有ﾃﾞｨｽｸの

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

待機系ｻｰﾊﾞ

ﾛｰｶﾙﾃﾞｨｽｸの

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

共有ﾃﾞｨｽｸ

ﾛｰｶﾙﾃﾞｨｽｸﾛｰｶﾙﾃﾞｨｽｸ

障害発生

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

経路切替

 
片方向スタンバイでのバックアップの例 
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第 8 章 運用開始前の準備を行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、クラスタシステムの運用開始前に必要な事項について説明します。業務シミュレーションやバック

アップ / リストア、および障害発生時のログ収集方法などについて説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 
• 基本的な運用、操作手順を理解する ·························································································· 120 
• CLUSTERPRO を一時停止する······························································································· 122 
• クラスタ構成情報を変更する ······································································································ 122 
• ログ収集手順を確認する············································································································ 126 
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基本的な運用、操作手順を理解する 
クラスタシステムの基本的な運用手順について説明します。運用開始前に、これらを実際に行

い、クラスタシステムが正しく動作するかを確認するとともに、正しい手順で操作ができるように

しておいてください。 

以下、クラスタ起動、クラスタシャットダウン、サーバシャットダウンに関しての手順を説明しま

す。 

 

クラスタを起動する 

以下の手順に従って、クラスタを起動してください。 

1. 共有ディスクまたは外付けの増設ディスクを使用している場合は、ディスクの電源を投入

します。 

2. クラスタを構成している全てのサーバの電源を投入します。 

クラスタが起動します。 

注: 

 クラスタ内の全てのサーバの電源投入は、Builder の [クラスタプロパティ]-[タイムアウト] 
タブで設定する [同期待ち時間] 内に行ってください。この時間内にサーバの起動が確認

されない場合には、フェイルオーバが発生するため注意してください。 

 共有ディスクは、電源投入後数分間の時間をかけて初期化処理を行います。初期化処理

中にサーバが起動すると、共有ディスクを認識できません。共有ディスクの初期化完了後、

サーバが起動するように設定してください。詳細については 29 ページの「1. 共有ディス

クを設定する (共有ディスク使用時は必須)」を参照してください。 
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クラスタ シャットダウン、サーバ シャットダウンを実行する 

クラスタのシャットダウンやサーバのシャットダウンは、CLUSTERPRO コマンドまたは 
WebManager を使用して行ってください。 

注: Replicator / Replicator DR を使用している場合には、CLUSTERPRO コマンドまたは 
WebManager を使用しないでクラスタのシャットダウンを行うとミラー ブレイクが発生すること

があります。 

 

クラスタ全体をシャットダウンするには 

clpstdn コマンド、または WebManager からクラスタ シャットダウン、またはスタートメニュー

からクラスタ シャットダウンを実行することでクラスタをシャットダウンすることができます。クラ

スタ シャットダウンにより、クラスタ内の全サーバをクラスタとして正常に終了させることができ

ます。 

 

関連情報： clpstdn コマンドの詳細および WebManager の機能詳細については『リファレン

ス ガイド』を参照してください。 

 

サーバ単体をシャットダウンするには 

clpdown コマンド、または WebManager からサーバ シャットダウンを実行することでサーバ

をシャットダウンすることができます。 

サーバをシャットダウンするとフェイルオーバが発生します。Replicator / Replicator DR を使

用している場合にはミラーディスクリソース / ハイブリッドディスクリソースによるミラーリングが

中断されます。 

ハードウェア保守時など、故意に待機系サーバに代替運転をさせたい場合などにサーバを

シャットダウンさせます。 

関連情報： clpdown コマンドの詳細および WebManager の機能詳細については『リファレン

ス ガイド』の「第 1 章 WebManager の機能」を参照してください。 
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CLUSTERPRO を一時停止する 
CLUSTERPRO の動作を停止する方法としては、CLUSTERPRO Server サービスを停止す

る方法と、CLUSTERPRO Server サービスを手動起動設定にする方法の 2 つがあります。 

 

CLUSTERPRO Serverサービスの停止 

OS をシャットダウンしないで CLUSTERPRO Server サービスだけを停止する場合、clpcl コ

マンド、または WebManager から[クラスタの停止]を使用します。 

関連情報： clpcl コマンドの詳細については『リファレンス ガイド』の「第 4 章 CLUSTERPRO
コマンドリファレンス」を参照してください。 

 

CLUSTERPRO Serverサービスの手動起動設定 

OS 起動時に CLUSTERPRO Serverサービスが起動しないようにするには、OSのサービス

マネージャでCLUSTERPRO Serverサービスを手動起動に設定します。これにより、次回OS
起動時から CLUSTERPRO の動作が停止した状態となります。 

 

手動起動設定にしたCLUSTERPRO Serverサービスを自動起動設定

にする 

手動起動設定にした際と同様に、OS のサービスマネージャで CLUSTERPRO Server サービ

スを再び自動起動に設定します。設定変更後も、サーバを再起動するか CLUSTERPRO 
Server サービスを直接起動するまで CLUSTERPRO が停止した状態のままとなります。 

 

クラスタ構成情報を変更する 
クラスタ作成後、構成情報を変更する際の手順と注意事項について説明します。 

 

CLUSTERPRO Builder(オンライン版)を使用してクラスタ構成情報を

変更する 

1.ブラウザを使用して、CLUSTERPRO WebManager を起動します。 
http://CLUSTERPRO Serverをインストールしたサーバの実 IPアドレス:ポート番号(既定値
29003)/  

2. WebManager のタイトルバーで、 [設定] をクリックして Builder を起動します。 

3.現在のクラスタ構成情報が表示されるので、構成情報を変更します。 

4.変更した構成情報をアップロードします。 
その際、変更した情報によってはクラスタのサスペンドや停止、クラスタシャットダウンによる

再起動などが必要になります。このような場合はアップロードが一旦キャンセルされ、必要な

操作が表示されますので、表示されたメッセージにしたがって操作を行い、再度アップロード

を実施してください。 
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CLUSTERPRO Builder(オフライン版)を使用してクラスタ構成情報を

変更する 

1.Web ブラウザを使用して、CLUSTERPRO Builder を起動します。 
（インストールパス）/CLUSTERPRO/clpbuilder-w/clptrek.htm 

2.保存しておいたクラスタ構成情報を開きます。 

3.クラスタ構成情報が表示されるので、構成情報を変更します。 

4.変更した構成情報を保存します。 

5.CLUSTERPRO がインストールされているサーバからコマンドプロンプトを利用して保存した

構成情報をアップロードします。 
  clpcfctrl --push -x <構成情報が保存されているパス> 
その際、変更した情報によってはクラスタのサスペンドや停止、クラスタシャットダウンによる

再起動などが必要になります。このような場合はアップロードが一旦キャンセルされ、必要な

操作が表示されますので、表示されたメッセージにしたがって操作を行い、再度アップロード

を実施してください。 

注: オフライン版を使用する時は、ディスクの構成情報を取得できません。このため、ディスク

や HBA に関する設定を追加・変更する場合はオンライン版を使用する必要があります。 

 
 

クラスタ構成情報変更時の反映方法 

変更したクラスタ構成情報をオンラインの CLUSTERPRO Builder や clpcfctrl コマンドでアッ

プロードする際に、変更内容により以下のいずれかの操作が必要になります。各パラメータの

変更反映に必要な操作については、『リファレンスガイド』の「第 3 章 Builder の機能」を参照

してください。 

反映方法によって、業務アプリケーションやCLUSTERPRO 本体の動作に影響する場合があ

ります。詳細は以下の表を参照してください。 

 反映方法 影響 

1 アップロードのみ 

2 アップロードしてからWebManagerを再起

動 

業務アプリケーションやCLUSTERPRO 本体の動

作に影響はありません。 

ハートビートリソースやグループリソース、モニタリ

ソースは停止しません。 

3 設定を変更したグループを停止してから

アップロード 
グループリソースを停止します。このため、アップ

ロードしてグループを起動するまで、このグループ

で制御する業務アプリケーションが停止します。 

4 クラスタをサスペンドしてからアップロード CLUSTERPRO 本体の一部の動作が停止しま

す。 

CLUSTERPRO Server サービスがサスペンドし

ている期間は、ハートビートリソースとモニタリソー

スが停止します。グループリソースは停止しません

ので、業務アプリケーションは継続動作します。 

5 クラスタを停止してからアップロード CLUSTERPRO 本体の全ての動作が停止しま

す。グループも停止されますので、アップロードして

クラスタを開始し、グループが起動するまで業務ア

プリケーションが停止します。 
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6 アップロードしてからクラスタシャットダウ

ン・再起動 
クラスタが再起動してグループが起動するまで業

務アプリケーションが停止します。 

 

注: 反映方法としてクラスタのサスペンドや停止が必要な場合には、クラスタ構成情報の内容

を反映させる前に、サスペンドまたは停止が完了したことを確認する必要があります。 

WebManager のアラートビューで、「モジュールタイプ:pm、イベント分類:情報、イベント ID:2」

のメッセージが出力されたことを確認してください。メッセージの詳細については『リファレンス

ガイド』の「セクション III」を参照してください。 

WebManager が使用できない場合は、イベントビューアに「ソース:CLUSTERPRO X、イベン

ト分類:情報、イベント ID:2」のメッセージが出力されることを確認してください。 

上記メッセージの確認後、クラスタ構成情報の内容を、CLUSTERPRO 本体の環境に反映し

てください。 

 

アップロードのみ 

1. CLUSTERPRO Builder を起動し、クラスタ構成情報を変更します。 

2. CLUSTERPRO Builder でクラスタ構成情報をアップロードします。 

3. 以下のメッセージが表示されれば配信は正常に終了しています。 
    アップロードに成功しました 

 

CLUSTERPRO WebManager の再起動 

CLUSTERPRO WebManager の再起動については、「リファレンスガイド」の「第 1 章 
WebManager の機能」を参照してください。 

 

クラスタをサスペンドしてアップロード 

サーバ追加、削除の構成変更をおこなう場合などに、クラスタをサスペンドする方法について

説明します。 

1. CLUSTERPRO Builder を起動し、クラスタ構成情報を変更します。 

2. WebManager の[サービス]ボタンから[クラスタサスペンド]を実行します。 

3. CLUSTERPRO Builder でクラスタ構成情報をアップロードします。 

4. 以下のメッセージが表示されれば配信は正常に終了しています。 

アップロードに成功しました 

5. WebManager の[サービス]ボタンから[クラスタリジューム]を実行します。 

 

クラスタを停止してアップロード 

1. CLUSTERPRO Builder を起動し、クラスタ構成情報を変更します。 

2. WebManager の[サービス]ボタンから[クラスタ停止]を実行します。 

3. CLUSTERPRO Builder でクラスタ構成情報をアップロードします。 

4. 以下のメッセージが表示されれば配信は正常に終了しています。 
    アップロードに成功しました 

5. WebManager の[サービス]ボタンから[クラスタ開始]を実行します。 



クラスタ構成情報を変更する 
 

セクション III 運用開始前のクラスタシステムの評価 
125 

アップロードしてクラスタシャットダウン・再起動 

1. CLUSTERPRO Builder を起動し、クラスタ構成情報を変更します。 

2. WebManager の[サービス]ボタンから[クラスタ停止]を実行します。 

3. CLUSTERPRO Builder でクラスタ構成情報をアップロードします。 

4. 以下のメッセージが表示されれば配信は正常に終了しています。 
    アップロードに成功しました 

5. 全サーバをスタートメニューから再起動します。 
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ログ収集手順を確認する 
以下に Web Manager を使用してログを収集する方法について説明します。 

 

Web Manager を使用してログを収集するには 

1. WebManager を起動します(http://管理用グループの管理 IP アドレス:ポート番号(既定

値 29003)。 

2. タイトルビューで、[ログ収集] ボタンをクリックします。ログ収集ダイアログ ボックスが表

示されます。 

 

3. ログを収集したいサーバのチェックボックスを選択し、収集するログのパターンを選びま

す。 

パターンの詳細を見るには、[情報] ボタンを、設定を既定値に戻すには、[デフォルト]をクリッ

クします。 

4. [OK]をクリックします。ログ収集が開始されログ収集進捗ダイアログ ボックスが表示され

ます。 

 

 

ログ収集進捗に進捗状況が表示されます。最新の状態に更新するには[更新] をクリックしま

す。 
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5. ログ収集が完了すると、ブラウザのダウンロード保存ダイアログ ボックスが表示されるの

で、保存場所を指定しログをダウンロードします。 

 

(* Internet Explorer 6.0 SP1 の場合) 

 

 

注：InternetExplorer6.0SP1 以降の場合、上記画面が表示されないことがあります。画面が表

示されなかった場合は、セキュリティの設定で、「ファイルのダウンロード時に自動的にダイア

ログを表示」を有効に設定し、再度ログを収集してください。 
また、上記画面が表示された状態のまま 10 分以上放置すると、正常にダウンロードできない

ことがあります。 
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第 9 章 CLUSTERPRO を ア ン イ ン ス

トール/再インストールする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本章では、CLUSTERPRO をアンインストール/再インストールする手順について説明します。 

本章で説明する項目は以下のとおりです。 

 
• アンインストール手順 ················································································································· 130 
• 再インストール手順···················································································································· 133 
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アンインストール手順 
CLUSTERPRO 本体のアンインストール 

注： CLUSTERPRO 本体のアンインストールは、必ず アドミニストレータ権限を持つユーザ

で実行してください。 

 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO 本体をアンインストールします。 

1. OS の[管理ツール]→[サービス]を選択し、サービスマネージャから以下のサービスのス

タートアップの種類を手動起動に変更します。 

• CLUSTERPRO  

• CLUSTERPRO Disk Agent 

• CLUSTERPRO Event 

• CLUSTERPRO Manager  

• CLUSTERPRO Old API Support 

• CLUSTERPRO Server  

• CLUSTERPRO Transaction 

• CLUSTERPRO Web Alert 

2. サーバをシャットダウンします。 

3. 共有ディスクを使用している場合、アンインストールが完了した後、アクセス制限が働かな

くなりますので、サーバに接続されたディスクケーブルを全て抜いておきます。 

4. サーバを再起動します。 

5. OS の[コントロールパネル]→[プログラムの追加と削除]を選択し、プログラムの追加と削

除画面を起動します。 

6. CLUSTERPRO Server を選択し、[変更と削除]をクリックします。 

7. [CLUSTERPRO Server Setup]ダイアログが起動します。 

8. アンインストールの確認メッセージが表示されるので[はい]を選択します。[いいえ]を選択

した場合、アンインストールは中止されます。 

9. SNMP サービスが開始している場合、以下のように SNMP サービス停止の確認メッセー

ジが表示されますので[はい]を選択します。[いいえ]を選択した場合、アンインストールは

中止されます。 

 

10. 以下のようにメディアセンス(TCP/IP 断線検出)機能を CLUSTERPRO サーバインストー

ル前の状態に戻すかの確認メッセージが表示されます。CLUSTERPRO サーバインス

トール前の状態に戻す場合は[はい]を選択してください。[いいえ]を選択した場合、メディ

アセンス機能が無効な状態のまま CLUSTERPRO がアンインストールされます。 
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11. [CLUSTERPRO Server Setup]ダイアログにアンインストールの終了メッセージが表示さ

れ、[完了]をクリックします。 

12. コンピュータの再起動の確認メッセージが表示されます。必要に応じて、今すぐ再起動す

るかを選択し[完了]をクリックしてください。CLUSTERPRO Server のアンインストールが

完了します。 

重要： 共有ディスクを使用している場合、CLUSTERPRO アンインストール後に共有ディスク

を接続した状態で OS を起動しないで下さい。共有ディスク上のデータが破壊される可能性が

あります。 

 

注： CLUSTEREPRRO の CPU クロック制御機能により CPU クロックを変更した状態で

CLUSTERPRO のアンインストールを実施すると、その後も CPU クロックは元の状態に戻りま

せん。この場合、以下の方法により CPU のクロックレベルを既定値に戻してください。 

Windows Server 2003 の場合: 
コマンドプロンプトから以下のコマンドを実行してください。 

 # powercfg /X “常にオン” /processor-throttle-ac none 

/X オプションで指定する文字列は、[コントロールパネル]の[電源オプション]→[電源設定]で選

択している現在の設定の名前です。 

Windows Server 2008 の場合:  
[コントロールパネル]の[電源オプション]→[電源プランの選択]で [バランス]を選択してくださ

い。 
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オフライン版CLUSTERPRO Builder のアンインストール 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO Builder をアンインストールします。 

1. Web ブラウザをすべて終了します (タスクトレイから JavaVM のアイコンが消えるのを

確認してください)。 

2. エクスプローラで、CLUSTERPRO Builder をインストールしたフォルダを削除します。 

3. Java のユーザポリシーファイル設定を削除します。 
インストール時に追加した  CLUSTERPRO Builder の設定を、ホームディレクトリ

の .java.policy ファイルから削除します。CLUSTERPRO Builder の設定については、

『リファレンスガイド』の「第 3 章 Builder の機能」を参照してください。 
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再インストール手順 
CLUSTERPRO 本体の再インストール 

CLUSTERPRO 本体を再インストールする場合、Builder で作成したクラスタ構成情報(構成

変更を行った場合は最新のクラスタ構成情報) が必要です。 

構成変更後には、必ず最新のクラスタ構成情報を保存してください。クラスタ構成情報は作成

時に Builder で保存する他に、clpcfctrl コマンドでバックアップを作成することもできます。詳細

は『リファレンスガイド』の「第 4 章 コマンドリファレンス」の「クラスタ構成情報をバックアップす

る」を参照してください。 

 

クラスタ全体を再インストールする場合 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO 本体を再インストールします。 

1. 共有ディスクを使用している場合、再インストールが完了するまでアクセス制限が働かな

くなりますので、全てのサーバに接続されたディスクケーブルを全て抜いておきます。 

2. クラスタを構成する全てのサーバでCLUSTERPRO 本体をアンインストールします。 
OSを再インストールする場合、CLUSTERPROのアンインストールは不要ですが、以前

にCLUSTERPROをインストールしていたフォルダに再インストールする場合、インストー

ルフォルダ配下のファイルを削除する必要があります。 
アンインストール手順の詳細は「CLUSTERPRO 本体のアンインストール」を参照してく

ださい。 

3. アンインストールが完了したら OS をシャットダウンします。 

重要： 共有ディスクを使用する環境の場合、CLUSTERPROをアンインストールした状態

で共有ディスクに接続されたサーバを起動しないでください。データが破壊される可能性

があります。 

4. CLUSTERPRO 本体をインストールし、必要に応じてライセンスを登録します。インストー

ルが完了したらOSをシャットダウンします。共有ディスクを使用する場合は共有ディスクを

接続し、OSを起動してください。共有ディスクを使用しない場合はそのままOSを起動して

ください。 
CLUSTERPRO本体のインストールの詳細は「第 3 章 CLUSTERPRO をインストール

する」を参照してください。ライセンスの登録については「第 4 章 ライセンスを登録する」

を参照してください。 

重要： 共有ディスクを使用する場合、フィルタリングの設定を行っていない HBA、または

SCSI コントローラには共有ディスクを接続しないでください。共有ディスク上のデータが破

壊される可能性があります。 

5. クラスタ構成情報を作成し、クラスタを生成します。 
クラスタ構成情報の作成、およびクラスタの生成については「第 5 章 クラスタ構成情報

を作成する」を参照してください。 

 

クラスタ内の一部のサーバのみ再インストールする場合 

以下の手順に従って、CLUSTERPRO 本体を再インストールします。 

1. 共有ディスクを使用している場合、再インストールが完了するまでアクセス制限が働かな

くなりますので、再インストール対象のサーバに接続されたディスクケーブルを全て抜い

ておきます。 
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2. CLUSTERPRO 本体をアンインストールします。 
OSを再インストールする場合、CLUSTERPROのアンインストールは不要ですが、以前

にCLUSTERPROをインストールしていたフォルダに再インストールする場合、インストー

ルフォルダ配下のファイルを削除する必要があります。 
アンインストール手順の詳細は「CLUSTERPRO 本体のアンインストール」を参照してく

ださい。 

3. アンインストールが完了したら OS をシャットダウンします。 

重要： 共有ディスクを使用する環境の場合、CLUSTERPROをアンインストールした状態

で共有ディスクに接続されたサーバを起動しないでください。データが破壊される可能性

があります。 

4. アンインストールしたサーバにCLUSTERPRO 本体をインストールし、必要に応じてライ

センスを登録します。インストールが完了したらOSをシャットダウンします。共有ディスクを

使用する場合は共有ディスクを接続し、OSを起動してください。共有ディスクを使用しない

場合はそのままOSを起動してください。 
CLUSTERPRO本体のインストールの詳細は「第 3 章 CLUSTERPRO をインストール

する」を参照してください。ライセンスの登録については「第 4 章 ライセンスを登録する」

を参照してください。 

重要： 共有ディスクを使用する場合、インストール時にフィルタリングの設定を行っていな

い HBA、または SCSI コントローラには共有ディスクを接続しないでください。共有ディスク

上のデータが破壊される可能性があります。 

5. クラスタ内の他のサーバの WebManager に接続し、Builder を起動します。 

6. 共有ディスクを使用している環境で OS を再インストールした場合や、共有ディスクを接続

する HBA を変更した場合、再インストールしたサーバの[サーバのプロパティ]の[HBA]タ
ブでフィルタリング情報を更新します。 

重要：再インストールしたサーバの[サーバプロパティ]の[HBA]タブで[接続]をクリックして

からフィルタリングの設定を行ってください。[接続]をクリックしていない状態でフィルタリン

グの設定を行った場合や設定を行わなかった場合、共有ディスク上のデータが破壊され

る可能性があります。 

7. Builder を起動しているサーバでコマンドプロンプトから”clpcl --suspend --force”を実行し、

クラスタをサスペンドします。 

8. Builder で構成情報をアップロードします。 

9. 配信が正常に終了した場合、以下のメッセージが表示されます。 

アップロードに成功しました 

10. WebManager からクラスタをリジュームします。 

注： WebManagerからリジュームを実行すると、「クラスタをリジュームできません。リ

ロードボタンをクリックするか、後でやり直してください。」とエラーメッセージが出力され

ますが無視してください。 

11. WebManager から再インストールしたサーバを右クリックし、[サービス]の[開始]を選択し

ます。 

12. クラスタの[プロパティ]で[自動復帰]が[しない]に設定されている場合、WebManager で再

インストールしたサーバを右クリックし[復帰]を選択します。 

13. 必要であればグループを移動させます。 
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付録 A トラブルシューティング 
 

 

CLUSTERPRO 本体のインストール時 

動作及びメッセージ 原因 対処 

セットアップに失敗しました。 
 
エラーコード : %x 

%x：エラーコード 

該当のエラーコードを参照く

ださい。 
エラーコードに対する対処を

参照ください。 

9.0未満がインストールされています。 
アンインストール後に、再度インストールを

行ってください。 

旧バージョンの

CLUSTERPROがインス

トールされています。 

旧バージョンの

CLUSTERPROをアンイン

ストールして現バージョンの

CLUSTERPROをインス

トールしてください。 

セットアップに失敗しました(%d)。 
エラーコード : %x 
 
再起動後インストールしてください。 

%d：内部コード 
%x：エラーコード 

該当のエラーコードの説明を

参照ください。 
該当のエラーコードに対す

る対処を参照ください。 

 

ライセンス関連のトラブル シューティング 

動作及びメッセージ 原因 対処 

Builder で作成したクラスタ構成情報を全

サーバに配信後、クラスタ シャットダウン 
リブートを行うと、WebManager のアラー

ト ビューに以下のメッセージが表示され、

クラスタが停止した。 

「ライセンスが登録されていません。製品

名:%1」 

%1：製品名 

ライセンスを登録せずにク

ラスタ シャットダウン リ

ブートを実行したためで

す。 

クラスタ内のどれか 1台

のサーバからライセンス

登録を実行してください。 

Builder で作成したクラスタ構成情報を全

サーバに配信後、クラスタ シャットダウン 
リブートを行うと、WebManager のアラー

ト ビューに以下のメッセージが表示されて

いたが、クラスタは、正常に動作している。

「ライセンスが不足しています。登録ライセ

ンス数は%1です。不足ライセンス数は%2
です。製品名:%3」 

%1：ライセンス登録数 
%2：ライセンス不足数 
%3：製品名 

ライセンスが不足していま

す。 
販売元からライセンスを入

手し、ライセンスを登録し

てください。 
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動作及びメッセージ 原因 対処 

試用版ライセンスでクラスタ運用中に以下

のメッセージが出力され、クラスタが停止

した。 

「試用期間(%1/%2/%3)が切れています。

製品名:(%4）」 

%1：試用終了年 
%2：試用終了月 
%3：試用終了日 
%4：製品名 

ライセンスの有効期間を

超えています。 
販売元へ試用版ライセン

スの延長を申請するか、

製品版ライセンスを入手

し、ライセンスを登録してく

ださい。 
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付録 B 用語集 
 

  

  

あ 
 

  
インタコネクト クラスタ サーバ間の通信パス 

(関連) プライベート LAN、パブリック LAN 
  
  

か 
 

  
  

仮想IPアドレス 
遠隔地クラスタを構築する場合に使用するリソース

(IPアドレス) 
  
管理クライアント WebManager が起動されているマシン 

 
  
起動属性 クラスタ起動時、自動的にフェイルオーバグループを

起動するか、手動で起動するかを決定するフェイル

オーバ グループの属性 
管理クライアントより設定が可能 

  
共有ディスク 複数サーバよりアクセス可能なディスク 

 
  
共有ディスク型クラスタ 共有ディスクを使用するクラスタシステム 

 
  
切替パーティション 複数のコンピュータに接続され、切り替えながら使用

可能なディスクパーティション 
(関連)ディスクハートビート用パーティション 

  
クラスタ システム 複数のコンピュータを LAN などでつないで、1 つの

システムのように振る舞わせるシステム形態 
  
クラスタ シャットダウン クラスタシステム全体 (クラスタを構成する全サーバ)

をシャットダウンさせること 
  
クラスタパーティション ミラーディスクまたはハイブリッドディスクに設定する

パーティション。ミラーディスクやハイブリッドディスク

の管理に使用する。 
関連 (ディスクハートビート用パーティション) 

  
現用系 ある 1 つの業務セットについて、業務が動作してい

るサーバ 
(関連) 待機系 
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さ 
 

  
セカンダリ (サーバ) 通常運用時、フェイルオーバグループがフェイルオー

バする先のサーバ 
(関連) プライマリ サーバ 

  
サーバグループ 同じネットワークや共有ディスク装置に接続している

サーバの集合 
  
  

た 
 

  
待機系 現用系ではない方のサーバ 

(関連) 現用系 
  
ディスクハートビート用パー

ティション 
共有ディスク型クラスタで、ハートビート通信に使用す

るためのパーティション 
  
データパーティション 共有ディスクの切替パーティションのように使用するこ

とが可能なローカルディスク 
ミラーディスクに設定するデータ用のパーティション 
(関連) クラスタパーティション 

  
  

な 
 

  
ネットワークパーティション 全てのハートビートが途切れてしまうこと 

(関連) インタコネクト、ハートビート 
  
ノード クラスタシステムでは、クラスタを構成するサーバを指

す。ネットワーク用語では、データを他の機器に経由

することのできる、コンピュータやルータなどの機器を

指す。 
  
  

は 
 

  
ハートビート サーバの監視のために、サーバ間で定期的にお互い

に通信を行うこと 
(関連) インタコネクト、ネットワークパーティション 

  
パブリック LAN サーバ / クライアント間通信パスのこと 

(関連) インタコネクト、プライベート LAN 
  
フェイルオーバ 障害検出により待機系が、現用系上の業務アプリ

ケーションを引き継ぐこと 
  
フェイルバック あるサーバで起動していた業務アプリケーションが

フェイルオーバにより他のサーバに引き継がれた後、

業務アプリケーションを起動していたサーバに再び業

務を戻すこと 
  



 
 

 
139 

フェイルオーバ グループ 業務を実行するのに必要なクラスタリソース、属性の

集合 
  
フェイルオーバ グループの移

動 
ユーザが意図的に業務アプリケーションを現用系から

待機系に移動させること 
  
フェイルオーバ ポリシー フェイルオーバ可能なサーバリストとその中でのフェイ

ルオーバ優先順位を持つ属性 
  
プライベート LAN クラスタを構成するサーバのみが接続された LAN 

(関連) インタコネクト、パブリック LAN 
  
プライマリ (サーバ) フェイルオーバグループでの基準で主となるサーバ 

(関連) セカンダリ (サーバ) 
  
フローティング IP アドレス フェイルオーバが発生したとき、クライアントのアプリ

ケーションが接続先サーバの切り替えを意識すること

なく使用できる IP アドレス 
クラスタサーバが所属する LAN と同一のネットワー

ク アドレス内で、他に使用されていないホスト アドレ

スを割り当てる 
  
  

ま 
 

  
マスタサーバ Builder の [クラスタのプロパティ]-[マスタサーバ] で

先頭に表示されているサーバ 
  
ミラーコネクト データミラー型クラスタでデータのミラーリングを行う

ために使用する LAN。プライマリインタコネクトと兼用

で設定することが可能。 
  
ミラー ディスクシステム 共有ディスクを使用しないクラスタシステム 

サーバのローカルディスクをサーバ間でミラーリング

する 
  

 
 





 

 
141 

 

付録 C 索引 

Ｂ 
BMCとipmiutilのセットアップ, 33 
Builder のアンインストール, 132 
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CLUSTERPRO Server のアップグレード, 59 
CLUSTERPRO Server のインストール, 58, 61, 63 
CLUSTERPRO Serverサービスの自動起動設定, 

122 
CLUSTERPRO Serverサービスの手動起動設定, 

122 
CLUSTERPRO Serverサービスの停止, 122 
CLUSTERPRO Serverのインストール, 57 
CLUSTERPRO モジュール別の動作環境の確認, 15, 

29 
CLUSTERPRO 本体のアンインストール, 130 
CLUSTERPRO 本体の再インストール, 133 

Ｊ 
Java 実行環境の設定, 74 

Ｏ 
OS 起動時間の調整, 31 
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Ｗ 
WebManager, 73 
WebManager の起動, 71, 73, 74 
WebManagerの再起動, 124 
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アップロード, 124 
アンインストール, 129, 130 
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一時停止, 119, 122 
インストール, 58, 61, 63 

う 
運用形態, 35, 37 
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オフライン版CLUSTERPRO Builderのインストール, 

63 
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片方向スタンバイクラスタのフェイルオーバ, 39 
管理用グループの追加, 93 
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クラスタ環境のサンプル, 76 
クラスタ構成情報の作成, 71, 84 
クラスタ構成情報の反映, 123 
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再インストール, 129, 133 
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設定値の確認, 71, 76 
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注意事項, 41 

て 
停止・再開, 124 

と 
動作確認テスト, 113, 114 
動作環境, 15, 29 
トラブルシューティング, 135 

に 
二重化するアプリケーション, 35, 41 

ね 
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